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500号までの道のり
　　　そしてこれから
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広報えびのの歩み

　広報えびのの前身となっ
た町報えびの第１号（タブ
ロイド版・２㌻）。えびの町
開庁式や商工会の親善野球
大会、青年団の祝賀パレー
ドなど、えびの町発足の模
様が掲載されています。当
時の町民の喜ぶ様子が手に
とるように分かります。
（人口／ 32,749 人）

　表紙はカラーで掲載され
ている 400 号（Ａ４版・14
㌻）。新宿・ふるさと物産展
リポートや米の生産調整に
ついての記事が掲載されて
います。現在も裏表紙に掲
載している「ふるさと散歩」
も掲載され、この号で 16 回
目となっています。
（人口／ 25,023 人）

　300 号では、これまでＢ
５版だったものがＡ４版に
大きくなりました。台風の
残したつめあとや、日本の
米づくり百選に選ばれた記
事などが掲載されています。
また、固定コーナーも設け
られ、現在の広報えびのに
近いものとなっています。
（人口／ 26,518 人）

　町報えびの第１号から約
17 年で 200 号（Ｂ５版・14
㌻）を迎えました。表紙は
大河平小の児童たちが竹の
皮拾いをしている写真。企
業誘致パンフレット作成の
お知らせや、農政リポート、
市の財政状況や 200 号記念
特集を掲載しています。
（人口／ 27,841 人）

　市制施行後に 100 号を迎
えた広報えびの（Ｂ５版・
４㌻）。えびの高原で行われ
た「全国野鳥保護のつどい」
の様子を、たくさんの写真
を使って紹介しています。
常陸宮両殿下ご臨席のもと、
全国各地から 2,000 人を超
える参加者がつどいました。
（人口／ 26,800 人）

町報えびの創刊号

広報えびの 100 号

広報えびの 200 号

広報えびの 300 号

広報えびの 400 号

（昭和 41 年 11 月 15 日発行）

（昭和 50 年５月 30 日発行）

（昭和 58 年６月 20 日発行）

（平成３年 10 月 21 日発行）

（平成 12 年２月 18 日発行）

［
広
報
え
び
の
５
０
０
号
記
念
特
集
］

昭
和
41
年
11
月
15
日
、「
町
報
え
び

の
」
創
刊
―
。
以
来
、
約
42
年
間
、

え
び
の
の
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
や
話
題
を
市

民
の
皆
さ
ん
に
提
供
し
続
け
、
今
月
号
で

５
０
０
号
を
迎
え
ま
し
た
。

　

昭
和
41
年
は
、
旧
飯
野
町
、
旧
加
久
藤

町
、
旧
真
幸
町
が
合
併
し
、
当
時
県
下
最

大
の
町
と
し
て
え
び
の
町
が
誕
生
（
昭
和

41
年
11
月
３
日
）
し
た
年
で
す
。
町
報
え

び
の
創
刊
号
を
読
ん
で
み
る
と
、
当
時
の

町
民
や
職
員
が
、
心
か
ら
合
併
を
喜
ん
で

い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
そ
れ
か
ら
約

42
年
の
間
、
え
び
の
市
で
は
さ
ま
ざ
ま
な

で
き
ご
と
が
起
こ
り
ま
し
た
。

　

昭
和
43
年
２
月
21
日
発
生
の
え
び
の
地

震
、
昭
和
45
年
12
月
１
日
え
び
の
市
制
施

行
、
昭
和
47
年
４
月
５
日
加
久
藤
ト
ン
ネ

ル
開
通
、
昭
和
47
年
７
月
６
日
発
生
の
ま

さ
き
山
津
波
、
昭
和
51
年
３
月
４
日
九
州

縦
貫
自
動
車
道
（
え
び
の
～
高
原
間
）
開

通
、
昭
和
56
年
12
月
10
日
え
び
の
駐
屯
地

開
庁
な
ど
、
広
報
え
び
の
は
、
そ
の
一
つ

一
つ
の
で
き
ご
と
を
、
写
真
や
文
字
な
ど

を
使
っ
て
記
録
し
続
け
て
き
ま
し
た
。

　

現
在
の
広
報
え
び
の
は
Ａ
４
版
（
２
色

と
カ
ラ
ー
刷
り
）
で
す
が
、
現
在
の
形
に

至
る
ま
で
、
紙
の
大
き
さ
や
色
、
紙
質
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
を
経
て
い
ま
す
。
し

か
し
、「
確
か
な
情
報
を
い
ち
早
く
市
民

（
町
民
）
の
皆
さ
ん
に
お
届
け
す
る
こ
と
」

と
い
う
広
報
担
当
者
の
思
い
は
今
も
昔
も

変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。
え
び
の
地
震
当
時

の
広
報
担
当
だ
っ
た
押
領
司
勲
さ
ん
と
萩

原
邦
三
さ
ん
。「
え
び
の
地
震
発
生
当
時

は
、
町
民
へ
の
情
報
提
供
の
た
め
、
い
ち

早
く
災
害
情
報
を
出
し
ま
し
た
」
と
押
領

司
さ
ん
、
萩
原
さ
ん
は
「
広
報
担
当
者
は

い
ち
早
く
現
地
に
行
っ
て
、
今
そ
こ
に
発

生
し
て
い
る
生
の
状
況
を
記
録
し
、
そ
れ

を
市
民
へ
は
も
ち
ろ
ん
、
国
や
県
、
報
道

機
関
等
へ
情
報
提
供
す
る
こ
と
も
役
目
の

一
つ
で
す
」
と
語
っ
て
い
ま
す
。

　

現
代
社
会
は
情
報
化
社
会
と
な
り
、
テ

レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
、

多
く
の
情
報
源
が
あ
り
ま
す
が
、市
で
は
、

紙
媒
体
で
あ
る
広
報
え
び
の
も
市
政
の
情

報
を
市
民
の
皆
さ
ん
に
発
信
す
る
大
き
な

情
報
源
と
位
置
付
け
て
い
ま
す
。し
か
し
、

大
き
な
情
報
源
と
な
っ
て
い
る
か
ど
う
か

を
判
断
す
る
の
は
市
民
の
皆
さ
ん
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
広
報
え
び
の
は
ど
う
あ
る

べ
き
な
の
で
し
ょ
う
か
。

500
号
ま
で
の
道
の
り

　
　
そ
し
て
こ
れ
か
ら

500th
Anniversary

広報えびの
500 号記念

毎
月
１
回
発
行
し
て
い
る
『
広
報
え
び
の
』。

昭
和
41
年
11
月
に
『
町
報
え
び
の
』
と
し
て
創
刊
し
て
以
来
、

今
月
号
で
５
０
０
号
を
迎
え
ま
し
た
。

今
号
で
は
５
０
０
号
記
念
特
集
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
歴
史
を
振
り
返
り
な
が
ら
、

今
後
の
広
報
の
あ
り
方
に
つ
い
て
皆
さ
ん
と
と
も
に
考
え
ま
す
。
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500th
Anniversary

広報えびの
500 号記念

今
後
の
広
報
え
び
の
の
あ
り
方
を
、

読
む
立
場
、
作
る
立
場
か
ら
考
え

て
み
る
た
め
、
読
む
側
の
市
民
４
人
の
方

と
、
作
る
側
の
歴
代
広
報
担
当
者
３
人
の

方
に
お
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

　
「
生
の
声
を
聞
け
る
場
に
」、「
知
人
が

紹
介
さ
れ
て
い
る
と
特
に
親
し
み
を
感
じ

る
」、「
き
れ
い
ご
と
で
は
な
く
、
本
音
を

言
い
合
え
る
場
に
」。
お
話
を
う
か
が
っ

た
皆
さ
ん
は
、
共
通
し
て
「
市
民
の
皆
さ

ん
が
今
何
に
興
味
を
持
ち
、
何
を
考
え
て

い
る
か
と
い
う
こ
と
が
知
り
た
い
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。
現
在
の
広
報
紙
を
見
た

時
、
確
か
に
、
写
真
や
コ
メ
ン
ト
な
ど
、

市
民
の
方
が
多
く
掲
載
さ
れ
て
い
る
か
ど

う
か
と
問
わ
れ
る
と
、
疑
問
に
思
う
と
こ

ろ
が
あ
り
ま
す
。
現
在
よ
り
さ
ら
に
市
民

の
皆
さ
ん
の
表
情
や
意
見
、
考
え
を
取
材

し
て
広
報
紙
に
掲
載
し
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

作
る
側
の
歴
代
広
報
担
当
者
は
、「
市

民
の
声
を
ど
う
政
策
に
反
映
で
き
る
か
」、

「
主
役
は
市
民
の
皆
さ
ん
」、「
市
民
が
作

る
広
報
」
と
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
考
え
と

一
致
し
て
い
ま
す
。
こ
の
考
え
方
は
、「
今

思
っ
て
い
る
こ
と
」
で
は
な
く
、「
今
も

思
っ
て
い
る
こ
と
」。
つ
ま
り
、
広
報
担

当
だ
っ
た
際
も
思
っ
て
い
た
こ
と
で
す
。

　

広
報
は
市
民
と
行
政
を
つ
な
ぐ
パ
イ
プ

役
と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
。
行
政
情
報
を
正

確
に
分
か
り
や
す
く
市
民
の
皆
さ
ん
に
提

供
す
る
こ
と
も
広
報
紙
の
大
切
な
役
目
で

す
。
し
か
し
、
市
か
ら
の
一
方
的
な
情
報

提
供
を
行
う
広
報
紙
は
、
今
求
め
ら
れ
て

い
ま
せ
ん
。
市
民
の
考
え
や
意
見
を
広
報

紙
に
掲
載
す
る
こ
と
で
、
市
民
か
ら
市
へ

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
る
と
い
う
、
ど
ち
ら
の

方
向
に
も
情
報
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
行
き
来

す
る
、
そ
ん
な
広
報
紙
が
求
め
ら
れ
て
い

る
の
で
す
。

　

え
び
の
市
内
に
は
、
何
か
に
が
ん
ば
っ

て
い
る
方
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
そ
の
よ

う
な
が
ん
ば
っ
て
い
る
皆
さ
ん
を
広
報
紙

で
紹
介
し
、
応
援
す
る
と
い
う
こ
と
も
広

報
の
役
目
。
が
ん
ば
っ
て
い
る
人
は
元
気

が
あ
り
、
夢
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

方
を
紹
介
す
る
こ
と
で
、
広
報
を
読
む
皆

さ
ん
に
も
元
気
を
与
え
る
、
そ
ん
な
広
報

紙
を
目
指
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

理
想
の
広
報
紙
を
作
る
た
め
に
は
、
市

の
努
力
も
も
ち
ろ
ん
必
要
。
し
か
し
、
市

民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
も
欠
く
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
市
民
の
皆
さ
ん
と
市
が
が
っ

ち
り
と
ス
ク
ラ
ム
を
組
ん
で
初
め
て
、
理

想
の
広
報
紙
に
近
づ
い
て
い
く
の
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。

作側る 読側む

　私は、えびの市に住んでいない高齢
者の方が読んでも理解できるような広
報紙づくりを心がけていました。担当
になって一番最初の取材で、私がカメ
ラを構えていたら、市民の方から「もっ
と前に行かんか」と言われたことが、
印象的でした。今後は、市民参加型の
広報、市民が作る広報が求められてい
ると思います。広報だけではなく、広
聴と連携した広報作りも必要です。平
成 14 年度にＤＴＰ（パソコン編集）
を取り入れましたが、可能であれば、
専門家の意見も取り入れ、さらに質の
高い広報紙を目指してほしいですね。

だれが読んでも
理解できる広報紙を

南鶴　孝　さん
Takashi　Minamiduru

（平成 11 年４月号～平成 15 年３月号）

　広報業務を約４年間させていただき
ました。４年間担当した中で、ハリウッ
ド女優のメリル・ストリープさんが来
市され、写真を撮ることができたこと、
高速開通イベントは今でも印象に残っ
ています。広報という業務を通じて、
いろんな人と知り合うことができ、顔
を覚えてもらったことは、今でも貴重
な財産です。主役はあくまでも市民の
皆さんということを忘れずに、広報紙
に市民の皆さんをたくさん登場させ、
市民が主役の広報紙になってほしいで
すね。また、新しいことに挑戦すると
いう気持ちも大切だと思います。

主役は市民の皆さん
ということを忘れずに

朝留　豊　さん
Yutaka　Asadome

（平成７年４月号～平成 11 年３月号）

　私は約５年間、広報を担当しまし
た。市民に元気を与えるような、市民
を奮い立たせるような広報を心がけ、
当時の市民の皆さんを全員載せるつも
りで、取材もたくさんしました。特に、
田の神さあの記事に一生懸命だったの
を覚えています。広報は、市民の声を
どう政策に反映できるか、行政の情報
をいかに正確に伝えるかだと思いま
す。市民の皆さんが「広報に載ってよ
かった」と思えるような広報になれば
いいですね。最後に、前任者として広
報紙の指導をいただいた今は亡き辻和
幸さんに、深く感謝いたします。

市民が読んで
元気になる広報紙を

上加世田　たず子　さん
Tazuko　Kamikaseda

（昭和 59 年９月号～平成元年２月号）

　私は養豚、米づくりをしています。
今一番何が売れているのか、何が活気
があるのか、できるだけ早い情報を提
供してほしいと思います。また、現在
の農業はとても厳しいものがありま
す。私と同じ悩みを持っている農家の
方もたくさんいるのではないでしょう
か。そのような農業に関する悩みなど
を広報でも拾って、少しでも農業所得
が上がるような、農業について考える
場を作ってほしいと思います。きれい
ごとではなく、本音を言い合える場に
してほしいです。農家の私たちが元気
になるような広報を作ってください。

農業を考える
場としての広報紙を

奥松　末芳　さん
Sueyoshi　Okumatu

（東原田区在住）

　広報えびのは、毎月、隅から隅まで
読んでいます。昔と比べて、大分読み
やすくなったと思います。知人が紹介
されている時は、特に親しみを感じて
読んでいます。現在、少子化で子ども
たちが少なくなっています。子どもた
ちは私たちの宝です。子どもたちの作
文や絵を掲載するなど、子どもたちの
元気な顔も掲載してほしいですね。そ
うすることによって、大人はもちろん
ですが、子どもたちも広報えびのを見
るようになるのではないでしょうか。
今後は、えびのの活性化につながるよ
うな広報えびのにしてほしいですね。

まちの活性化に
つながる広報紙を

山㟢　義年・エチ　ご夫妻
Yoshitoshi・Echi　Yamasaki

（京町区在住）

　私はえびの朗読会に入って、視覚障
害を持つ方にも広報えびのの内容を伝
えようと、テープに録音するボラン
ティアを行っています。情報がたくさ
んほしいという気持ちもありますが、
広報は単なる行政からの情報提供だけ
ではなく、身近に起こっている犯罪や
問題を、市民の皆さんは率直にどう考
えているか、えびの市としてはどのよ
うな対策を講じるのかなど、きれいな
言葉ではなく、生の声を聞ける場にし
てほしいなと思います。毎月、市民の
皆さんの生の声や、今考えていること
などが掲載されればよいですね。

市民の生の声が聞ける
広報紙を

栗坂　三枝子　さん
Mieko　Kurisaka

（西郷区在住）

インタビュ ー

（
市から市民へ
一方的な情報提供の
広報紙ではなく
市民と市の間を
情報が行き来する
広報紙へ
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全国広報コンクールで入選！＊500号に花を添える嬉しいニュース！

　出品した写真は、毎年７月 28 日に
西川北地区の菅原神社で行われている
牛越祭りを９枚の写真で表現したもの。
同作品は、宮崎県広報コンクールで特
選を受賞し、県の推薦を受けて全国広
報コンクールに出品されていました。
　これを大きな励みに、さらに市民の
皆さんに親しまれるような広報えびの
づくりに努力していきます。

　自治体の広報紙などを対象にした平
成 20 年全国広報コンクール（社団法人
日本広報協会主催、読売新聞社など後
援）組写真の部で、平成 19 年広報えび
の８月号（10 ～ 11 ㌻）が、入選４席に
選ばれました。同コンクールは行政広
報の質の向上を図るために毎年行われ
ており、全国での入選は、平成 14 年（組
写真の部４席・読売新聞社賞）以来です。

全国広報コンクールで入選した
平成 19 年広報えびの８月号の組写真。

　広報えびの縮刷版は、平成２
年 12 月に、市制施行 20 周年
を記念して出版されたもので、
昭和 41 年 11 月 15 日発行の町
報えびの創刊号から、平成元年
２月 20 日発行の広報えびの第
281 号までを収録しています。
また、三町合併だより、市制実
現特集、えびの地震災害情報も
収録されています。
　えびの市政のこれまでの歩み
を伝える貴重な資料としてご活
用ください。皆さんの懐かしい
ころの写真も見つかるかもしれ
ませんね。

【広報えびの縮刷版】
●全 2,779 ㌻（Ⅰ・Ⅱに分冊）
●価格 15,000 円

■お問い合わせ先
市総務課行政広報係
☎ 0984‐35‐1111
（内線 312・315）

ご利用ください
広報えびの縮刷版

皆さんにお届け
区長・分区長さんを通して皆さんにお届け

広報えびのが完成すると、市
職員が各区長さんにお届け

し、区長・分区長さんを通して
市民の皆さんにお届けしていた
だいています。また、文化セン
ターや図書館、市立病院や郵便
局などに設置するほか、市内の
コンビニエンスストアにも設置
させていただいています。

企画
次号に何を掲載するかを検討

まずは、何を掲載するかを編
集会議で話し合います。記

事によっては担当課の職員も会
議に参加してもらい、どのよう
な材料が必要か、どのような切
り口で編集していくかを話し合
います。編集会議後も担当課と
の連携を図り、より読みやすい
記事となるよう工夫します。

取材・写真撮影
記事に必要な写真や情報を収集

編集会議を受けて、掲載する
記事に必要な写真の撮影、

情報を得るための取材を行いま
す。写真は、市民の皆さんに興
味を持って読んでもらうための
大切な材料です。皆さんの興味
を少しでも引くような、インパ
クトのある写真、表現力のある
写真を撮るよう心がけています。

編集・レイアウト
取材で集めた写真や情報を記事に

編集は、ＤＴＰシステムを導
入し、レイアウト（写真や

文章をどこにどう配置するかと
いうこと）や写真の加工、文章
入力まで、すべてパソコン上で
職員が行っています。市民の皆
さんの読む意欲をそそるために、
文字と写真のバランス、材料の
整理整頓を心がけています。

校正・色校正
誤字脱字、表記の仕方などをチェック

広報データが完成すると、次
は係員総出で内容のチェッ

クを行います。誤字脱字はもち
ろん、表記の仕方がおかしい所
はないか、一字一句確認します。
校正が終わると次は色校正。表
紙写真など、広報紙に掲載して
いるすべての写真の色や濃さな
どをチェックします。

印刷・仕分け
8,100 部を印刷製本し、区・分区ごとに仕分け

校正・色校正が完了したら印
刷に入ります。毎月 8,100

部を約２日かけて印刷、製本し、
区・分区ごとに分けます。印刷
から仕分けまで、すべて印刷会
社の方で行います。印刷に使う
インクは、環境にやさしいＳＯ
ＹＩＮＫ（大豆油インキ）を使
用しています。
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➡

➡

➡

➡

➡

500th
Anniversary

広報えびの
500 号記念

取
材
に
行
く
と
、「
広
報
は
ど
の
よ
う

に
し
て
で
き
る
の
？
」
と
聞
か
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
広
報
え

び
の
の
作
製
過
程
を
紹
介
し
ま
す
。

　

十
数
年
ほ
ど
前
ま
で
は
、
カ
メ
ラ
は
手

動
式
、
し
か
も
現
像
・
焼
付
も
自
分
で
行

う
と
い
う
時
代
で
し
た
。
編
集
も
、
用
紙

に
写
真
や
文
字
の
割
り
付
け
を
書
い
て
、

そ
れ
を
印
刷
会
社
に
持
っ
て
行
き
、
印
刷

用
の
原
稿
を
作
成
し
て
い
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
カ
メ
ラ
は
デ
ジ
タ
ル
、
編
集

は
Ｄ
Ｔ
Ｐ
シ
ス
テ
ム
（
パ
ソ
コ
ン
上
で
、

紙
面
の
割
り
付
け
（
レ
イ
ア
ウ
ト
）
や
写

真
の
加
工
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
）
を
導

入
し
、
す
べ
て
一
つ
の
パ
ソ
コ
ン
で
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
全
国
で
も
多
く

の
自
治
体
が
こ
の
Ｄ
Ｔ
Ｐ
シ
ス
テ
ム
を
使

用
し
て
い
ま
す
。

　

レ
イ
ア
ウ
ト
は
、さ
ま
ざ
ま
な
雑
誌
や
、

他
団
体
の
広
報
紙
な
ど
を
参
考
に
し
な
が

ら
、
い
か
に
読
み
や
す
く
、
読
者
の
目
を

引
き
付
け
る
か
を
考
え
て
作
製
し
て
い
ま

す
。
こ
の
レ
イ
ア
ウ
ト
と
い
う
作
業
を
専

門
家
に
任
せ
て
い
る
自
治
体
も
あ
り
ま

す
。
さ
ら
に
質
の
高
い
広
報
紙
を
目
指
す

と
い
う
こ
と
を
考
え
た
時
、
プ
ロ
に
任
せ

ら
れ
る
部
分
は
任
せ
て
、
そ
の
分
空
い
た

時
間
を
取
材
に
か
け
る
と
い
う
こ
と
も
必

要
に
な
っ
て
く
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

下
図
の
よ
う
に
、
広
報
え
び
の
は
、
市

民
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、
印
刷
会
社
の

方
々
、
区
長
・
分
区
長
さ
ん
な
ど
、
多
く

の
方
々
の
ご
協
力
に
よ
り
、
毎
月
皆
さ
ん

に
お
届
け
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

＊『広報えびの』ができるまで　 ▼ ▼ ▼

広
報
え
び
の
を

市
民
の
皆
さ
ん
と
市
と
の

キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
の
場
に
―
。

こ
れ
か
ら
の
広
報
え
び
の
の
理
想
の

あ
り
方
。
そ
れ
は
、
５
ペ
ー
ジ
で

も
記
述
し
た
よ
う
に
、
市
か
ら
市
民
の
皆

さ
ん
へ
、
ま
た
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
市

へ
、
情
報
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
行
き
来
す
る

双
方
向
の
広
報
紙
。
で
は
理
想
の
広
報
紙

に
し
て
い
く
た
め
に
は
、
ど
の
よ
う
な
方

法
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
。

　
「
市
民
参
加
型
の
広
報
紙
」
と
よ
く
言

わ
れ
ま
す
。
全
国
の
自
治
体
を
見
て
み
る

と
、
一
つ
の
コ
ー
ナ
ー
を
住
民
に
取
材
し

言
え
る
場
を
設
け
て
ほ
し
い
」
と
言
い
換

え
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
昨
年
10
月
に
行
っ
た
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
の
よ
う
に
、
定
期
的
に
ハ
ガ

キ
を
付
け
て
、
気
軽
に
市
民
の
皆
さ
ん
の

意
見
を
書
い
て
い
た
だ
き
、
そ
れ
を
広
報

紙
で
公
表
す
る
と
い
う
場
を
設
け
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
近
い
将
来
は
、

毎
月
そ
の
よ
う
な
形
が
と
れ
れ
ば
と
考
え

て
い
ま
す
。
ま
た
、
が
ん
ば
っ
て
い
る
市

民
の
皆
さ
ん
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
て
、
市

民
の
皆
さ
ん
に
元
気
と
活
力
を
与
え
ら
れ

る
よ
う
な
広
報
紙
に
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

広
報
え
び
の
５
０
０
号
到
達
。
広
報
え

び
の
の
歴
史
は
、
こ
れ
か
ら
ま
た
一
つ
ず

つ
刻
ま
れ
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、
市
民

の
皆
さ
ん
と
と
も
に
目
指
し
て
い
き
ま

す
。
広
報
え
び
の
が
市
民
の
皆
さ
ん
と
市

と
の
情
報
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
キ
ャ
ッ
チ

ボ
ー
ル
の
場
と
な
る
よ
う
に
―
。

て
も
ら
い
記
事
を
掲
載
す
る
「
市
民
リ

ポ
ー
タ
ー
」
を
活
用
し
て
い
る
自
治
体
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
広
報
紙
に
毎
月
ハ
ガ

キ
を
付
け
、
広
報
紙
に
対
す
る
意
見
は
も

ち
ろ
ん
、
市
政
に
対
す
る
意
見
を
集
め
て

い
る
自
治
体
も
あ
り
ま
す
。

　

昨
年
10
月
に
行
っ
た
広
報
紙
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、「
こ
の
よ
う
な

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
定
期
的
に
や
っ
て
ほ

し
い
」
と
い
う
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。
こ

れ
は
、「
市
政
に
対
し
て
気
軽
に
意
見
を 次号の主な掲載記事について

話し合う編集会議。

座ったり脚立に立ったり。

パソコン上で文字を打ったり、
写真を配置したり。

係員５人で細かくチェック。
皆さん頼もしい存在。

印刷会社での印刷作業。

毎月、皆さんのご協力を得て
納品を迎えています。

「

」
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今
年
も
梅
雨
の
時
期
と
な
り
、

い
つ
集
中
豪
雨
や
台
風
が
発
生
し

て
も
お
か
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
こ

の
よ
う
な
災
害
が
発
生
す
る
と
予

想
さ
れ
た
時
や
発
生
し
た
時
に
、

私
た
ち
は
ど
の
よ
う
な
行
動
を
と

る
べ
き
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　

風
水
害
は
、
地
震
な
ど
の
災
害

に
比
べ
、
事
前
に
あ
る
程
度
の
情

報
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
台

風
が
接
近
し
そ
う
な
時
、
大
雨
が

予
想
さ
れ
る
時
、
ま
ず
大
切
な
の

は
、
早
め
の
情
報
収
集
を
行
う
こ

と
で
す
。
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
て
、
早

め
の
情
報
収
集
を
行
い
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
情
報
収
集
を
す
る
だ

け
で
は
な
く
、
そ
の
情
報
に
基
づ

い
て
、
避
難
場
所
や
経
路
を
確
認

し
た
り
、
非
常
持
ち
出
し
品
を

チ
ェ
ッ
ク
し
た
り
す
る
な
ど
、
早

め
の
準
備
も
不
可
欠
で
す
。

　

危
険
が
近
づ
い
て
い
る
時
、
市

か
ら
防
災
無
線
や
広
報
車
等
を

使
っ
て
避
難
準
備
情
報
や
避
難

勧
告
、
避
難
指
示
が
出
さ
れ
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
情
報
が
出
さ
れ

た
時
は
速
や
か
に
避
難
し
て
く
だ

さ
い
。
避
難
す
る
際
は
、
単
独
行

動
で
は
な
く
、
家
族
や
近
所
、
地

り
、
迅
速
な
対
応
を
行
う
こ
と
が

難
し
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
そ
ん

な
時
に
頼
り
に
な
る
の
が
、
顔
見

知
り
の
隣
近
所
の
方
々
で
す
。
普

段
か
ら
、
隣
近
所
や
地
域
と
の
つ

な
が
り
を
大
切
に
し
て
お
け
ば
、

万
が
一
あ
な
た
に
何
か
あ
っ
た
時

に
助
け
て
く
れ
る
は
ず
で
す
。
ま

た
、
あ
な
た
自
身
も
助
け
に
行
く

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

昔
ど
ん
な
災
害
が
発
生
し
た
か

な
ど
、
そ
の
地
域
の
特
性
は
、
昔

か
ら
そ
の
地
域
に
住
ん
で
い
る
方

が
よ
く
ご
存
知
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
方
を
含
め
て
地
域
で

自
主
防
災
組
織
を
結
成
し
、
地
域

で
災
害
に
備
え
る
こ
と
が
必
要
と

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

風水害（豪雨）時の
屋内避難所

地区 避難場所 電話番号

飯
野
地
区

飯野中学校体育館 33‐0021

飯野小学校体育館 33‐0008

大河平小学校 33‐0970

高野畜産管理センター 33‐1990

えびの市民体育館 33‐5332

飯野駅前地区体育館 33‐5035

文化センター 35‐2268

上
江
地
区

上江中学校体育館 33‐0315

上江小学校体育館 33‐0133

上江地区体育館 33‐5799

加
久
藤
地
区

加久藤中学校体育館 35‐1353

加久藤小学校体育館 35‐1351

加久藤小学校
尾八重野分校体育館

35‐1995

加久藤地区体育館 35‐2290

国際交流センター 35‐3211

真
幸
地
区

岡元小学校体育館 37‐2240

真幸地区体育館 37‐0004

老人福祉センター 37‐1329

★真幸地区公民館

★老人ホーム真幸園 37‐1504

★は、災害等の状況によって開設する場合があります。

要チェック　 ▼ ▼ ▼

この地図は、大雨により一部がはん濫した場合に浸水が想定される区
域や浸水の深さを色で示した地図に、身近な避難所などを表示したも
のです。また、避難時の持ち出し品や日ごろからの心構えなども掲載
されています。いざという時に備え、あなたの家から避難所までの経
路や家族の連絡先などを確認し、見やすい場所にはっておきましょう。

えびの市防災マップ〈洪水ハザードマップ〉

雨
、
雨
、
雨
・
・
・
。
平
成

18
年
７
月
の
集
中
豪
雨
に

よ
る
災
害
を
皆
さ
ん
は
覚
え
て
い

る
で
し
ょ
う
か
。
観
測
史
上
最
高

の
雨
量
を
記
録
し
た
こ
の
豪
雨

は
、
え
び
の
市
に
甚
大
な
被
害
を

も
た
ら
し
、
そ
の
記
憶
は
ま
だ
新

し
い
と
こ
ろ
で
す
。

☂風
水
害
へ
の
備
え
は

大
丈
夫
で
す
か
？

梅
雨
、
台
風
の
時
期
と
な
り
ま
し
た
。

万
が
一
の
時
、
あ
な
た
は
ど
の
よ
う
な
行
動
を
と
り
ま
す
か
。

平成 18 年の豪雨災害の際、警察
署員によって救出される市民。

域
で
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。「
こ

れ
く
ら
い
な
ら
ま
だ
大
丈
夫
」
と

い
う
自
己
判
断
は
せ
ず
、
結
果
的

に
「
避
難
し
な
く
て
も
よ
か
っ

た
」
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
と
し

て
も
、
早
め
の
避
難
を
心
が
け
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
避
難
勧
告
や

避
難
指
示
が
出
さ
れ
て
い
な
く
て

も
、
危
険
を
感
じ
た
ら
、
早
め
の

自
主
避
難
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

避
難
準
備
情
報
は
、
人
的
被
害

の
発
生
の
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に

発
令
さ
れ
ま
す
。
障
害
者
や
高
齢

者
の
方
な
ど
、
避
難
の
際
に
援
護

が
必
要
で
、
避
難
に
時
間
を
要
す

る
方
は
、
速
や
か
に
避
難
行
動
を

始
め
て
く
だ
さ
い
。

　

避
難
勧
告
は
、
市
か
ら
市
民
の

皆
さ
ん
に
避
難
を
お
願
い
す
る
も

の
で
す
。そ
の
地
域
ま
た
は
土
地
、

建
物
な
ど
に
災
害
が
発
生
す
る
お

そ
れ
が
あ
る
場
合
に
発
令
さ
れ
ま

す
。
市
民
の
皆
さ
ん
は
速
や
か
に

避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

　

避
難
指
示
は
、
市
か
ら
市
民
の

皆
さ
ん
に
避
難
を
命
令
す
る
も
の

で
す
。
避
難
勧
告
時
よ
り
さ
ら
に

状
況
が
悪
化
し
、
避
難
す
べ
き
時

期
が
切
迫
し
た
場
合
、
ま
た
は
災

害
が
発
生
し
、
ま
だ
、
避
難
し
て

い
な
い
方
が
い
る
場
合
に
発
令
さ

れ
ま
す
。
避
難
中
の
方
や
ま
だ
避

難
し
て
い
な
い
方
は
、
速
や
か
に

避
難
を
完
了
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

市
で
は
、
防
災
マ
ッ
プ
（
洪
水

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
）
を
作
成
し
、

各
世
帯
に
配
布
し
ま
し
た
。
こ
の

防
災
マ
ッ
プ
に
は
、
大
雨
に
よ
り

一
部
が
は
ん
濫
し
た
場
合
に
浸
水

が
想
定
さ
れ
る
区
域
や
浸
水
の
深

さ
を
色
で
示
し
た
地
図
に
、
身
近

な
避
難
所
や
医
療
機
関
な
ど
を
表

示
し
た
も
の
で
す
。
ま
た
、
裏
面

に
は
、
避
難
時
の
持
ち
出
し
品
や

日
ご
ろ
か
ら
の
心
構
え
、
わ
が
家

の
防
災
メ
モ
な
ど
も
掲
載
さ
れ
て

い
ま
す
。
避
難
経
路
を
家
族
や
地

域
で
確
認
し
、
安
全
で
避
難
し
や

す
い
経
路
を
こ
の
マ
ッ
プ
に
書
き

込
ん
で
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
マ
ッ
プ
を

作
成
し
ま
し
ょ
う
。

　

自
主
防
災
組
織
と
は
、「
自
分

た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守

る
」
と
い
う
考
え
方
に
た
っ
て
自

主
的
に
防
災
活
動
を
行
う
組
織
の

こ
と
。
通
常
、
地
域
（
自
治
会
や

小
学
校
区
単
位
の
範
囲
）
内
で
組

織
さ
れ
る
も
の
で
す
。市
内
で
は
、

現
在
５
か
所
で
自
主
防
災
組
織
が

立
ち
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

大
規
模
災
害
発
生
時
、
国
、
県
、

市
の
対
応
だ
け
で
は
限
界
が
あ

災
害
危
険
個
所
調
査
を

実
施
し
ま
し
た

６月３日、市内の災害危険個所調
査が行われました。これは、出水
期を前に、危険個所を調査し、災
害発生時の避難経路を事前に調査
しておくために、毎年行われてい
るものです。市、県、警察、自衛隊、
消防団などが参加し、今年は、急
傾斜地を中心に８か所を調査しま
した。この調査結果は、関係機関
と協議の上、市民の皆さんの安全
で迅速な避難行動に役立てます。

■
早
め
の
情
報
収
集

■
早
め
の
避
難

［
避
難
準
備
情
報
］

［
避
難
勧
告
］

［
避
難
指
示
］

■
防
災
マ
ッ
プ
を
作
成

■
自
主
防
災
組
織

h t t p : / / w w w . c i t y . e b i n o . l g . j p / m o b i l e / i n d e x . h t m l
携帯電話で防災情報や災害時の避難場所一覧を確認できます。
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５
月
25
日
は
宮
崎
県
防
災
の
日
／
平
成
20
年
度
宮
崎
県
総
合
防
災
訓
練

　

５
月
25
日
、
え
び
の
市
の
永
山
河
川

敷
運
動
公
園
で
、
宮
崎
県
総
合
防
災
訓

練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、「
宮

崎
県
防
災
の
日
」
に
合
わ
せ
、
防
災
関

係
機
関
の
ほ
か
、
自
主
防
災
組
織
や
地

域
住
民
も
参
加
し
た
総
合
防
災
訓
練
を

実
施
す
る
こ
と
で
、
防
災
力
の
向
上
を

図
る
た
め
に
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。
今

年
は
、
霧
島
連
山
の
噴
火
、
大
雨
に
よ

る
災
害
を
想
定
し
、
え
び
の
市
、
小
林

市
、
高
原
町
で
実
施
。
計
画
や
立
案
は

各
市
町
で
設
定
し
、
そ
の
市
町
の
状
況

に
応
じ
た
訓
練
と
な
り
ま
し
た
。

　

え
び
の
会
場
で
は
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

復
旧
や
自
主
防
災
組
織
訓
練
な
ど
を
実

施
。
防
災
関
係
機
関
の
ほ
か
、
水
防
団

や
自
主
防
災
組
織
、
企
業
な
ど
、
21
機

関
、
約
６
４
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

〈
訓
練
の
基
本
想
定
〉
梅
雨
前
線
の
影

響
で
県
南
部
を
中
心
に
強
い
雨
が
降

り
、
南
部
山
沿
い
の
え
び
の
市
、
小
林

市
、
高
原
町
で
土
石
流
が
発
生
、
市
内

お
よ
び
そ
の
周
辺
市
町
で
は
多
く
の
人

的
被
害
の
ほ
か
、
道
路
損
壊
、
堤
防
の

破
損
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
寸
断
な
ど
広

範
囲
で
甚
大
な
被
害
が
発
生
―
。

　

市
で
は
、
災
害
対
策
本
部
を
設
置
す

る
と
と
も
に
、
現
地
対
策
本
部
を
設
置

し
て
、
迅
速
な
応
急
対
策
活
動
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

現
地
対
策
本
部
で
は
、
宮
﨑
市
長
を

本
部
長
に
被
災
状
況
を
把
握
。
救
助
活

動
、
被
災
者
に
対
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
支

援
に
つ
い
て
対
策
を
指
揮
し
ま
し
た
。

　

各
訓
練
で
は
、
市
民
、
行
政
、
企
業

が
団
結
し
、
真
剣
に
、
ま
た
、
緊
張
感

を
持
っ
て
訓
練
に
臨
ん
で
い
ま
し
た
。

　

東
国
原
知
事
は
、「
災
害
は
な
い
こ

と
に
こ
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

い
つ
き
て
も
い
い
よ
う
に
、
日
ご
ろ
か

ら
備
え
て
お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
そ
う
い
う
意
味
か
ら
も
本
日
は
大

変
有
意
義
な
訓
練
で
し
た
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

　

地
震
や
台
風
、
豪
雨
な
ど
、
災
害
は

い
つ
ど
こ
で
発
生
す
る
か
予
測
す
る
の

は
困
難
で
す
。
い
つ
災
害
が
発
生
し
て

も
落
ち
着
い
た
行
動
を
と
れ
る
よ
う

に
、
こ
れ
ま
で
の
教
訓
を
風
化
さ
せ
る

こ
と
な
く
、
こ
の
よ
う
な
訓
練
で
得
た

高
い
防
災
意
識
を
継
続
さ
せ
て
い
く
こ

と
が
大
切
で
す
。

災
害
の
教
訓
を
忘
れ
な
い

平
成
18
年
７
月
、
記
録
的
な
豪
雨
で

甚
大
な
被
害
に
見
舞
わ
れ
た
え
び
の
市
。

こ
の
経
験
を
教
訓
に
、
災
害
に
強
い
ま
ち
へ
―
。

❶えびの市赤十字奉仕団による炊き出し
訓練❷九州電力株式会社による電力応急
復旧訓練❸えびの市管工事協同組合によ
る水道復旧訓練

水防団による水防工法の実施訓練。土のう作
りをはじめ、状況に応じた工法を実施した。
上の写真は堤防の越水、漏水亀裂による堤防
決壊を防ぐために行う「月の輪工」。

11　ebino　city　public　relations.　2008.06 広報えびの　10

自主防災組織、水防団、警察署、消防署によるボー
トを使った孤立者救出訓練。平成 18 年７月の豪雨
災害でも、ボートを使った孤立者救出が行われた。

❹日本自動車連盟宮崎支部による道
路復旧訓練。道路に横たわる自動車
の除去作業を行った❺訓練の統監を
務めた東国原英夫宮崎県知事❻被害
調査情報収集訓練。関係機関と情報
交換しながら、災害対策活動の任務
分担等を協議した。

❶ ❷

❸

❹ ❺ ❻

災害の教訓を忘れない
５月 25日は宮崎県防災の日／平成 20年度宮崎県総合防災訓練
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国
保
に
加
入
し
て
い
た
方
が
、
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
に
移
る
こ
と
に
よ
り
、
国

保
被
保
険
者
が
一
人
と
な
る
場
合
は
、
国

保
税
の
平
等
割
が
、
５
年
間
、
半
額
に
な

り
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
お
よ
び
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
の
「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額

減
額
認
定
証
」
の
切
り
替
え
の
お
知
ら
せ

で
す
。

　

現
在
、
入
院
の
た
め
、「
限
度
額
適
用
・

標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」
を
お
持
ち
の

方
は
、
有
効
期
限
が
平
成
20
年
７
月
31
日

ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
更
新
の
手

続
き
が
必
要
で
す
。
８
月
以
降
も
、
引
き

続
き
入
院
が
必
要
と
な
る
場
合
は
、
７
月

中
に
更
新
の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
手
続
き
に
必
要
な
も
の
】

◎
印
鑑
（
認
め
印
で
可
）

◎
保
険
証

◎
現
在
お
持
ち
の
認
定
証

　

な
お
、
今
後
新
た
に
入
院
が
必
要
と
な

る
方
に
つ
い
て
は
、
入
院
後
、
早
め
に
手

続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。
そ
の
際
は
、
印

鑑
と
保
険
証
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。ま
た
、

詳
し
い
こ
と
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

市
健
康
保
険
課
国
保
係

☎
０
９
８
４
‐
35
‐
１
１
１
１

（
内
線
２
７
５
・
２
８
３
）

　

皆
さ
ん
が
病
院
に
か
か
っ
た
時
の
医
療

費
は
、
国
・
県
な
ど
か
ら
の
補
助
金
等
、

病
院
で
支
払
う
一
部
負
担
金
、
国
保
税
で

ま
か
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

国
保
税
は
、「
医
療
分
」・「
後
期
高
齢

者
支
援
金
分
」・「
介
護
分
」
の
３
種
類
で

構
成
さ
れ
て
お
り
、
年
齢
に
よ
っ
て
納
め

る
種
類
が
異
な
り
ま
す
。

　

昨
年
度
ま
で
の
国
保
税
は
「
医
療
分
」

と
「
介
護
分
」
を
年
齢
に
応
じ
て
納
め
て

国
民
健
康
保
険
税
の
し
く
み

　

後
期
高
齢
者
支
援
金
分
の
新
設
に
よ

り
、税
率
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
ま
し
た
。

皆
さ
ん
が
納
め
て
い
る
国
保
税
は
、
国
保
の
財
源
の
約
４
分
の
１

を
占
め
、
国
や
県
な
ど
か
ら
の
補
助
金
と
と
も
に
、
皆
さ
ん
が
病

院
に
か
か
っ
た
時
の
費
用
な
ど
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。国
保
税
は
、

国
民
健
康
保
険
制
度
を
支
え
る
大
切
な
財
源
で
す
。

い
ま
し
た
が
、
新
し
く
「
後
期
高
齢
者
支

援
金
分
」
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
平
成
20
年
４
月
か
ら
、
75
歳

以
上
の
方
が
加
入
す
る
「
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
」
が
ス
タ
ー
ト
し
、
こ
の
制
度
を

支
え
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
も
の
で
あ

り
、
後
期
高
齢
者
医
療
の
医
療
費
全
体
の

約
４
割
を
支
援
す
る
負
担
分
で
す
。

　

国
保
税
は
、「
医
療
分
」・「
後
期
高
齢

者
支
援
金
分
」・「
介
護
分
」
ご
と
に
、
そ

れ
ぞ
れ
計
算
し
て
決
め
ら
れ
ま
す
。

　

計
算
方
法
は
、
次
の
４
項
目
を
合
算
し

て
計
算
し
ま
す
。

①
所
得
割
・
・
・
加
入
者
の
前
年
中
の
所

得
の
額
に
応
じ
て
計
算
す
る
も
の
。

②
資
産
割
・
・
・
加
入
者
の
固
定
資
産
税

額
に
応
じ
て
計
算
す
る
も
の
。

③
均
等
割
・
・
・
加
入
者
の
人
数
に
応
じ

て
計
算
す
る
も
の
。

④
平
等
割
・
・
・
１
世
帯
あ
た
り
の
金
額
。

40
歳
未
満

◎医療分
◎後期高齢者支援金分

40
～
64
歳

◎医療分
◎介護分
◎後期高齢者支援金分

65
～
74
歳

◎医療分
◎後期高齢者支援金分

＊
新
設
さ
れ
ま
し
た

＊
国
保
税
の
計
算
の
仕
方

＊
改
正
さ
れ
ま
し
た
①

所得割 資産割 均等割 平等割 限度額
医療分 9.98％ 38.10％ 27,000 円 26,500 円 56 万円
介護分 1.25％ 7.57％ 8,500 円 6,100 円 ９万円

所得割 資産割 均等割 平等割 限度額
医療分 7.68％ 29.34％ 20,800 円 20,400 円 47 万円
後期高齢者
支援金分 2.30％ 8.76％ 6,200 円 6,100 円 12 万円

介護分 1.25％ 7.57％ 8,500 円 6,100 円 ９万円
※医療分＋後期高齢者支援金分＝昨年度の医療分となります。

昨年度までの税率等

平成 20年度の税率等 ➡

＊
改
正
さ
れ
ま
し
た
②

＊
更
新
の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す

　　

保
険
料
の
納
め
方
は
、
年
金
か
ら
の
差

し
引
き
と
な
る
「
特
別
徴
収
」
と
、
納
付

書
や
口
座
振
替
で
納
め
る
「
普
通
徴
収
」

の
２
つ
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。

①
年
金
額
が
年
間
18
万
円
以
上
。

②
介
護
保
険
料
が
年
金
か
ら
差
し
引
か
れ

て
い
る
。

③
後
期
高
齢
者
医
療
の
保
険
料
と
介
護
保

険
料
の
合
計
金
額
が
、
年
金
額
の
半
分
未

満
。

　

こ
の
①
～
③
の
条
件
に
す
べ
て
該
当
し

た
場
合
の
み
、
年
金
か
ら
の
差
し
引
き
に

な
り
ま
す
。
１
つ
で
も
該
当
し
な
い
も
の

が
あ
れ
ば
、
納
付
書
や
口
座
振
替
で
納
め

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

申
告
し
て
い
た
だ
い
た
平
成
19
年
中
の

所
得
額
が
確
定
し
ま
し
た
の
で
、
こ
の
所

得
額
を
も
と
に
、
平
成
20
年
度
の
保
険
料

を
計
算
し
ま
す
。

　

保
険
料
決
定
通
知
に
つ
い
て
は
、
７
月

中
旬
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
郵
送
に
て
通

知
し
ま
す
。
な
お
、
社
会
保
険
の
被
扶
養

者
だ
っ
た
方
に
つ
い
て
は
、
９
月
中
旬
に

通
知
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

市
健
康
保
険
課
国
保
係

☎
０
９
８
４
‐
35
‐
１
１
１
１

（
内
線
２
７
５
・
２
８
３
）

　

今
年
の
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
。
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
の
医
療
費
と
財
源
の
内
訳
は
、
国
や
県

な
ど
か
ら
の
補
助
金
等
、
後
期
高
齢
者
支

援
金
（
国
保
・
社
会
保
険
等
か
ら
の
支
援

金
分
）、
保
険
料
、
一
部
負
担
金
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
医
療
費
は
、

大
き
く
分
け
て
４
つ
の
項
目
に
よ
り
成
り

立
っ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
が
納
め
る
保
険
料
に
つ
い
て

も
、
医
療
費
を
支
え
る
大
切
な
財
源
の
一

部
と
な
っ
て
お
り
、
制
度
に
加
入
す
る
方

全
員
で
医
療
を
支
え
る
仕
組
み
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

保
険
料
に
つ
い
て
は
、
所
得
に
応
じ
て

計
算
さ
れ
る
「
所
得
割
」
と
、
加
入
者
全

員
が
均
等
に
負
担
す
る
「
均
等
割
」
を
合

算
し
た
額
と
な
り
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
し
く
み

　

一
定
以
下
の
所
得
の
方
は
、
所
得
の
額

に
応
じ
て
均
等
割
額
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
で
は
、
制
度
に
加
入
す
る
方
全
員
が
、
保

険
料
を
納
め
ま
す
。
皆
さ
ん
が
納
め
る
保
険
料
が
、
医
療
費
を
支

え
る
大
切
な
財
源
と
な
り
ま
す
。

＊
医
療
費
と
財
源
の
内
訳

※所得とは、年金収入額から 120 万円（一般所得者の場合）を控除した額です。

＊保険料の計算方法＊

＊
保
険
料
の
決
ま
り
方

均等割額
年

42,800 円

所得割額
（所得額－33万円）

× 7.95％
＋ あなたの

保険料額＝

＊
軽
減
が
受
け
ら
れ
ま
す

＊
保
険
料
の
納
め
方

［
年
金
か
ら
の
差
し
引
き
と
な
る
条
件
］

［
平
成
20
年
度
の
保
険
料
確
定
に
つ
い
て
］

７割軽減

２割軽減

５割軽減

世帯の総所得金額が

を超えない世帯

世帯の総所得金額が

を超えない世帯

世帯の総所得金額が

を超えない世帯

33 万円

（33万円＋ 24万５千円）
×世帯の被保険者数（本人を除く）

（33万円＋ 35万円）
×世帯の被保険者数
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情報公開制度および個人情報保護
制度の運用状況を公表します

公営企業の財政状況を公表します

情報公開条例および個人情報保護条例に基づき、市は、毎年その運用状況を公表することとしています。
今号では、平成 19年度の運用状況を下記のとおり公表します。

えびの市の公営企業（水道事業・病院事業）の財政状況については、毎年６月と 11月に公表しています。
今回は、平成 19年 10 月１日から平成 20年３月 31 日まで（平成 19年度下半期）の予算の収入と支出の
状況についてお知らせします。（四捨五入の関係で、数値、率が一致しない場合があります）

＊公文書公開の実施状況＊

　表中の『一部公開』については、公にすることにより、特定の個人や法人等の権利、利益を害すると認められる情報や、
公にすることにより、事務や事業の適正な遂行に支障を及ぼすと認められる情報に該当するとして一部が非公開とされた
ものです。表中の「非公開」については、「該当する公文書が存在しない」ものです。

＊会議の公開の運営状況＊

平成 19年度 平成 18年度

会議の開催回数（ａ） 130 回 114 回

公開された会議の回数（ｂ） 96回 97 回

非公開とされた会議の回数 34回 17 回

傍聴者数（合計） ５人 ２人

公開率（ｂ／ａ） 73.85％ 85.09％

　市では、情報公開条例に基づき、審議会等の会議を公開しています。
　これは、市のさまざまな計画や施策の決定過程を広く市民の皆さんに公開することにより、市政に対する市民の権利の
確保に努め、市民の理解を深めてもらい、開かれた市政の実現を図るために行っているものです。

《昨年度との比較》
　公開された会議の回数は１回減、非公開とされた会議の回数は 17 回増となり、公開率では 11.24 ポイント下がりました。
非公開（一部公開を含む）とされた会議は、個人情報に関する部分や、審査・評価に関する事項についてのみ非公開とし
たものと事前公表を行わなかった会議です。

＊個人情報保護制度の運用状況＊

開示請求 訂正等請求 不服申立て

０件 ０件 ０件

　表中の『個人情報取扱事務登録件数』とは、市の事務のうち、個人情報を収集・管理・利用・提供する事務について、
個人情報取扱事務目録に登録している事務の件数をいいます。内訳は、市長部局 156 件、教育委員会 53 件、農業委員会
17 件、選挙管理委員会 15 件、議会３件、監査委員２件、固定資産評価審査委員会２件、公平委員会１件となっています。

■お問い合わせ先
えびの市総務課行政広報係
（内線 312・315）

水道事業
区　分 予算額

執　行　額
収入率％

下半期 累　計
水道事業収益 401,157,000 201,598,405 397,636,278 99.1

営業収益 398,947,000 201,608,015 395,054,163 99.0

営業外収益 2,080,000 － 9,610 2,453,242 117.9

特別利益 130,000 0 128,873 99.1

区　分 予算額
執　行　額

支出率％
下半期 累　計

水道事業費用 310,807,000 166,685,570 305,410,007 98.3

営業費用 256,663,000 136,855,283 252,595,386 98.4

営業外費用 53,497,000 29,686,020 52,666,448 98.4

特別損失 147,000 144,267 148,173 100.8

予備費 500,000 0 0 0.0

【事業収入に関する事項】

【事業費用に関する事項】
※収入の営業収益は、水道料金や手数料、水道加入金など。営業外収益は量水器評価額など。

※支出の営業費用は、浄水費、配水費、給水費、減価償却費など。営業外費用は、企業債の償還利息など。

単位：円

単位：円

区　分 予算額
執　行　額

収入率％
下半期 累　計

病院事業収益 962,963,000 459,651,776 970,674,269 100.8

医業収益 928,606,000 457,402,154 935,792,913 100.8

医業外収益 34,356,000 2,249,622 34,881,356 101.5

特別利益 1,000 0 0 0.0

区　分 予算額
執　行　額

支出率％
下半期 累　計

病院事業費用 972,733,000 525,035,874 975,435,291 100.3

医業費用 966,658,000 498,010,763 945,782,016 97.8

医業外費用 5,425,000 26,578,388 29,206,552 538.4

特別損失 450,000 446,723 446,723 99.3

予備費 200,000 0 0 0.0

【事業収入に関する事項】

【事業費用に関する事項】
※収入の医業収益は、入院収益、外来収益など。医業外収益は、一般会計補助金など。

※支出の医業費用は、給与費、診療材料費、電気代などの経費、研究研修費など。医業外費用は、企業債の償還利息など。

単位：円

単位：円

■お問い合わせ先
えびの市水道課経営管理係
☎ 0984‐35‐1111（内線 293）

■お問い合わせ先
えびの市立病院
☎ 0984‐33‐1023

◎水道業務量
平成 19 年 10 月１日～

平成 20 年３月 31 日

［給水戸数］8,645 戸
［給水人口］20,548 人
［下半期給水量］1,041,142m3

［１日平均給水量］5,628m3

［１人１日平均給水量］273.9 ㍑
［普及率］82.2％

病院事業

Data

◎借入金残高
９億 8,575 万円

◎病院業務量
平成 19 年 10 月１日～

平成 20 年３月 31 日

［病床数］50 床
［患者数（入院）］7,342 人
［患者数（外来）］23,111 人
［１日平均入院患者数］40.1 人
［１日平均外来（土曜含）患者数］159.4 人
［１日平均外来（土曜除）患者数］191.0 人

◎借入金残高
8,287 万円

Data

個人情報取扱事務登録件数（平成 20年４月１日現在）

249 件

請求件数 全部公開 一部公開 非公開 不服申立て

９件 ４件 ４件 １件 ０件
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◎市政ニュース（えびの市役所☎ 0984‐35‐1111）

研修会での学校現場における人権同和教育の報告。

第 25回えびの市人権同和問題啓発推進協議会総会

人権に対する正しい理解を
輪中堤や内竪橋などが完成

地域を水害から守るために

■お問い合わせ先
市総務課人権啓発室（内線 350）

■お問い合わせ先
市建設課維持係（内線 235）

第２回「環霧島会議」を都城市で開催

霧島山を合言葉に広域連携を
区長会が要望書と署名を提出

えびの駐屯地の存続拡充を
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河
川
激
甚
災
害
対
策
特
別
緊
急

事
業
と
し
て
、
昨
年
１
月
か
ら
国

の
補
助
を
受
け
て
県
が
行
っ
て
き

た
輪
中
堤
建
設
、
内
竪
橋
建
設
、

公
民
館
改
築
、
宅
地
か
さ
上
げ
、

国
道
排
水
工
事
が
完
了
し
、
５
月

15
日
、
新
し
く
な
っ
た
東
内
竪
公

民
館
で
、
竣

し
ゅ
ん
こ
う
し
き

工
式
と
祝
賀
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
18
年
７
月
、
記
録
的
な
豪

雨
に
よ
っ
て
、
東
内
竪
区
で
は

１
１
０
戸
の
床
上
・
床
下
浸
水
の

被
害
を
受
け
ま
し
た
。
同
地
区
民

は
、「
み
る
み
る
う
ち
に
水
位
が

上
が
り
、
と
て
も
恐
ろ
し
か
っ
た

で
す
。
避
難
し
た
の
は
よ
か
っ
た

の
で
す
が
、
飲
み
物
、
食
べ
物
に

大
変
困
り
ま
し
た
」
と
当
時
の
恐

怖
を
語
り
ま
す
。

　

今
回
完
成
し
た
輪
中
堤
は
、
仮

屋
川
と
稲
荷
川
の
左
岸
に
地
区
を

守
る
よ
う
に
設
置
。
平
成
18
年
７

月
の
水
害
時
の
最
高
水
位
よ
り
、

約
40
㌢
高
く
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、仮
屋
川
の
右
岸
側
家
屋
は
、

宅
地
の
か
さ
上
げ
工
事
も
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

竣
工
式
で
は
、
神
事
や
関
係
者

に
よ
る
記
念
碑
の
除
幕
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
式
で
川
嶋
達
也
東
内
竪

区
長
は
、「
地
域
を
水
害
か
ら
守

る
た
め
、
ま
た
、
被
害
を
最
小
限

に
と
ど
め
る
た
め
に
、
一
連
の
工

事
が
完
了
し
ま
し
た
こ
と
に
対

し
、
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
」
と

あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。
ま
た
、
田

の
神
舞
も
披
露
さ
れ
、
工
事
の
完

成
を
祝
い
ま
し
た
。

　

梅
雨
の
時
期
と
な
り
、
い
つ
、

豪
雨
、
台
風
が
発
生
す
る
か
分
か

り
ま
せ
ん
。
日
ご
ろ
か
ら
風
水
害

に
備
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

５
月
１
日
、文
化
セ
ン
タ
ー
で
、

「
第
25
回
え
び
の
市
人
権
同
和
問

題
啓
発
推
進
協
議
会
総
会
」
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
同
会
は
、
人
権
同

和
問
題
に
対
す
る
市
民
の
正
し
い

理
解
と
認
識
を
高
め
る
こ
と
を
目

的
に
設
置
さ
れ
て
い
る
も
の
で

す
。
こ
の
日
は
、
教
育
関
係
者
や

行
政
関
係
者
、
各
種
団
体
や
市
内

企
業
の
代
表
者
な
ど
、
約
１
０
０

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

総
会
で
、
同
会
の
会
長
を
務
め

る
宮
﨑
市
長
は
、「
市
民
一
人
一

人
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
、
守
ら
れ

る
ま
ち
づ
く
り
に
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
本
協
議
会
と

し
て
も
、
市
民
の
皆
様
方
に
人
権

同
和
問
題
の
正
し
い
理
解
と
認
識

を
深
め
て
い
た
だ
く
よ
う
、
今
後

も
さ
ら
な
る
啓
発
に
努
め
ま
す
」

と
あ
い
さ
つ
。
そ
の
後
、
今
年
度

取
り
組
む
事
業
な
ど
に
つ
い
て
話

し
合
い
ま
し
た
。

　

総
会
の
後
に
行
わ
れ
た
研
修
会

で
は
、「
学
校
現
場
に
お
け
る
人

権
・
同
和
教
育
」
と
し
て
、
真
幸

小
学
校
の
河
野
秀
明
校
長
と
、
同

校
学
習
指
導
等
支
援
教
員
の
大
浦

英
二
郎
さ
ん
が
報
告
を
行
い
ま
し

た
。
河
野
校
長
は
、「
北
岡
松
集

会
所
で
行
わ
れ
て
い
る
藍
染
め
に

参
加
さ
せ
て
も
ら
い
、
地
区
の

方
々
と
交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
、
次
代
を
担
う
子
ど
も

た
ち
に
対
し
て
、
学
習
指
導
等
支

援
教
員
た
ち
の
力
を
借
り
な
が

ら
、
正
い
人
権
感
覚
を
身
に
付
け

て
も
ら
い
た
い
と
日
々
努
力
し
て

い
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

え
び
の
市
は
平
成
13
年
に
「
部

落
差
別
撤
廃
・
人
権
擁
護
都
市
」

宣
言
を
し
て
い
ま
す
。

■お問い合わせ先
市企画政策課政策係（内線 321・322）

■お問い合わせ先
市企画政策課政策係（内線 321・322）

　

え
び
の
市
区
長
会
が
、
５
月
28

日
、
宮
﨑
市
長
に
「
陸
上
自
衛
隊

第
24
普
通
科
連
隊
え
び
の
駐
屯
地

の
増
員
・
増
強
及お

よ

び
存
続
拡
充
」

に
関
す
る
要
望
書
と
署
名
を
提
出

し
ま
し
た
。

　

陸
上
自
衛
隊
え
び
の
駐
屯
地

は
、
昭
和
56
年
12
月
に
、
市
民
総

ぐ
る
み
の
誘
致
運
動
に
よ
っ
て
誕

生
し
、27
年
目
を
迎
え
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
こ
れ
ま
で
、「
自
衛
隊

の
ま
ち
づ
く
り
」
を
市
政
の
主
要

な
柱
に
据
え
、
駐
屯
地
と
と
も
に

栄
え
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
現
在
も

な
お
、
こ
の
位
置
づ
け
は
変
わ
ら

ず
、
引
き
継
い
で
き
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
国
防
体
制
の
変
化
に

伴
い
、
え
び
の
駐
屯
地
は
縮
小
問

題
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
要
望
書
と
署
名
の
提
出

は
、
市
民
一
丸
と
な
っ
て
誘
致
し

た
思
い
入
れ
の
強
い
え
び
の
駐
屯

地
の
存
続
拡
充
と
増
員
・
増
強
を

要
望
す
る
も
の
で
、
署
名
は
区
長

会
が
５
月
７
日
か
ら
市
民
な
ど

に
呼
び
か
け
て
集
め
た
も
の
で
、

１
２
，
２
６
２
筆
も
集
ま
り
ま
し

た
。
新
出
水
区
長
会
長
は
、「
え

び
の
駐
屯
地
は
広
く
市
民
に
親
し

ま
れ
て
い
ま
す
。
駐
屯
地
の
縮
小

を
阻
止
し
、
増
員
・
増
強
を
願
い

ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

市
長
は
、
市
議
会
の
基
地
特
別

委
員
会
委
員
長
、
副
委
員
長
、
自

衛
隊
後
援
会
副
会
長
な
ど
と
と
も

に
、
そ
の
日
の
う
ち
に
、
陸
上
自

衛
隊
第
八
師
団
長
に
要
望
。
そ
の

後
、
６
月
３
日
に
は
、
防
衛
省
に

要
望
書
を
提
出
し
、
市
民
の
え
び

の
駐
屯
地
に
対
す
る
熱
い
思
い
を

伝
え
ま
し
た
。

　

第
２
回
「
環
霧
島
会
議
」
が
、

５
月
22
日
、
都
城
市
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
宮
崎
県
え
び
の

市
、
都
城
市
、
小
林
市
、
高
原
町
、

鹿
児
島
県
霧
島
市
、
曽
於
市
、
湧

水
町
の
７
市
町
が
、「
霧
島
山
」

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
市
・
町
境
や

県
境
を
越
え
て
連
携
し
、
環
境
・

観
光
・
防
災
な
ど
の
施
策
や
事
業

に
つ
い
て
知
恵
を
出
し
合
い
、
共

通
課
題
や
目
的
に
向
か
っ
て
協
働

し
、
地
域
活
性
化
を
図
っ
て
い
く

目
的
で
昨
年
11
月
に
設
立
さ
れ
た

も
の
で
す
。

　

午
前
中
に
行
わ
れ
た
会
議
に

は
、
各
市
町
の
首
長
や
市
議
会
議

長
が
出
席
。
共
通
の
観
光
マ
ッ
プ

の
作
成
や
防
災
協
定
締
結
な
ど
の

議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
ま
ず
、
鹿
児
島

大
学
理
学
部
の
井
村
隆
介
准
教
授

が
、「
活
火
山　

霧
島
」と
題
し
て
、

講
演
を
行
い
ま
し
た
。
井
村
准
教

授
は
「
霧
島
は
活
火
山
と
い
う
こ

と
を
知
ら
な
い
人
が
多
い
。
南
九

州
で
は
桜
島
が
す
ご
い
と
思
わ
れ

が
ち
だ
が
、
桜
島
に
負
け
な
い
く

ら
い
元
気
な
活
火
山
で
あ
る
。
防

災
に
は
事
前
の
地
域
の
連
携
が
必

要
。
環
霧
島
会
議
の
役
割
の
一
つ

で
あ
る
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

次
に
、
各
市
町
を
お
互
い
に
知

ろ
う
と
い
う
こ
と
で
、
映
像
を
使

い
、
歴
史
や
産
業
、
文
化
、
観
光

な
ど
、
各
市
町
の
首
長
な
ど
が
わ

が
ま
ち
の
紹
介
を
行
い
ま
し
た
。

　

宮
﨑
市
長
も
、
え
び
の
の
四
季

折
々
の
風
景
や
イ
ベ
ン
ト
、
農
畜

産
物
や
特
産
品
な
ど
、
え
び
の
市

の
す
ば
ら
し
さ
を
、
こ
の
会
議
で

ピ
ー
ア
ー
ル
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

このほど完成した輪中堤と公民館。都城市で行われた環霧島会議。市長に要望書と署名を渡す新出水寛人区長会長と区長会の皆さん。
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えびの
四季彩色
Season　Color　of　Ebino

京
町
温
泉
夏
祭
り
・
花
火
大
会

メイン会場には、特設ステー
ジのほか、多くの出店が軒
を並べ、祭りをより一層盛
り上げます。
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夏
の
え
び
の
の
風
物
詩

京
町
温
泉
夏
祭
り
と
花
火
大
会
。

約
８
千
発
も
の
花
火
が

え
び
の
の
夜
空
を
色
ど
り
ま
す
。

●　
写
真
／
メ
イ
ン
会
場
入
り
口
付
近
か
ら
見
る
花
火
。

今
月
紹
介
す
る
の
は
、
え
び
の
産
の

鶏
肉
を
使
っ
た
タ
ン
ド
リ
ー
チ
キ

ン
。「
タ
ン
ド
リ
ー
」
は
、
イ
ン
ド
の
大

き
な
釜
戸
を
使
っ
た
料
理（
タ
ン
ド
ー
ル
）

が
語
源
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

鶏
肉
は
牛
肉
な
ど
に
比
べ
、
皮
膚
や
粘

膜
を
丈
夫
に
し
、
肌
を
き
れ
い
に
す
る
働

き
の
あ
る
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
な
ど
を
多
く
含
ん

で
い
ま
す
。
低
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
高
タ
ン
パ

ク
、
ビ
タ
ミ
ン
も
た
っ
ぷ
り
含
ん
だ
ヘ
ル

シ
ー
な
食
品
で
す
。

　

カ
レ
ー
粉
を
使
う
こ
と
で
鶏
肉
臭
さ
が

【材料（４人分）】
若鶏もも肉・・・・・・60 ㌘×４
塩・・・・・・・・・・小さじ 1/4
こしょう・・・・・・・・・・少々
おろしにんにく・・・・・・・少々
プレーンヨーグルト・・・・40 ㌘
カレールー・・・・・・・・・１個
上新粉（パン粉でも可）・・・30 ㌘
油・・・・・・・・・・・大さじ２

レ シ ピ

【作り方】
❶鶏肉は薄く開いて、塩・こしょう
　をし、おろしにんにくをまぶして
　おく。
❷カレールーを細かく包丁で削って
　プレーンヨーグルトと混ぜる。
❸❶の鶏肉を❷にまぶしてしばらく
　置く。
❹❸に上新粉をつけて、油を敷いた
　フライパンでこんがり焼く。

と
れ
、
ま
た
、
ヨ
ー
グ
ル
ト
を
使
う
こ
と

で
や
わ
ら
か
く
焼
き
上
が
り
、
カ
ル
シ
ウ

ム
も
取
れ
ま
す
。

　

タ
ン
ド
リ
ー
チ
キ
ン
は
、
鶏
肉
だ
け
で

は
な
く
、
サ
ケ
な
ど
の
魚
を
使
っ
て
も
お

い
し
く
い
た
だ
け
ま
す
。
カ
レ
ー
風
味
な

の
で
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
好
ま
れ

る
一
品
で
す
。

　

徐
々
に
暑
く
な
り
、
ス
タ
ミ
ナ
を
つ
け

た
い
時
期
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。
タ
ン
ド

リ
ー
チ
キ
ン
で
ス
タ
ミ
ナ
を
た
っ
ぷ
り
つ

け
て
、今
年
の
夏
を
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
え
び
の
産
の
食
材
を
使
っ
た
お
い
し
い
料
理

［レシピ／えびの市食生活改善推進員］

7月19日（土）
18：00 ～（真幸橋下流河川敷）

お弁当のおかずにも最適。
（タンドリーチキンは写真右上）
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vol.39◎
家
庭
教
育
学
級
の
紹
介

家 学庭 教 育 級 信通

弓道の練習に励む池田さん。

「

◎
国
際
交
流
員
レ
ポ
ー
ト

From　a　different　land… 異国から来たボクは…

Hello!!
My　name
is　Craig!

月１日に大会を行うことができました。
　参加者が多く、たくさん試合をしま
した。初めてだからルールは 100％基準
通りとはいきませんでしたが、ほとん
どの参加者がアメフトのことを理解で
きたのではないでしょうか。大会を行っ
て、「アメフトは楽しくてまたやりたい」
と言ってくれた人が何人もいました。
ですから、また、やりたいと私も思う
ようになりました。１回目は冬にした
ので、次は夏の７月下旬にします。
　今回は、経験者でも初心者でも大歓
迎です。ルールが分からなくても心配
はいりません。だれでもできるスポー
ツなので遠慮しないで参加してみませ
んか？スポーツを通じて交流し、私の
国の文化である独特のアメフトを紹介
したいと思います。７月にアメフトの
フィールドで会いましょう。

かつて鎧球と呼ばれたスポーツ

Craig　Smith

えびの市国際交流員
クレッグ・スミスさん

学習発表会の会場に展示しました。

　

真
幸
小
学
校
家
庭
教
育
学
級
の

基
本
的
な
考
え
方
は
、「
す
べ
て

の
教
育
の
原
点
は
家
庭
で
あ
る
」、

「
家
庭
で
し
つ
け
る
、
学
校
で
教

え
る
、
地
域
で
育
て
る
」、「
子
育

て
は
親
育
ち
で
も
あ
る
」
で
す
。

　

私
た
ち
の
学
級
が
目
指
し
て
い

る
も
の
は
、

◎
子
育
て
に
つ
い
て
の
教
養
を
高

め
る
こ
と

◎
家
族
の
ふ
れ
あ
い
を
深
め
合
う

方
法
を
探
る
こ
と

◎
保
護
者
同
士
が
協
力
し
合
っ

T o m o k o 　Y a m a s h i t a

真幸小家庭教育学級長
山下朋子さん

家族のふれあいを
大切に Masaki

elementary
school

て
、
子
ど
も
の
成
長
に
望
ま
し
い

取
り
組
み
を
行
う
こ
と

で
す
。
特
に
２
点
目
の
家
族
の
ふ

れ
あ
い
に
重
点
を
置
き
、
家
庭
教

育
学
級
の
名
称
も
「
ま
さ
キ
ッ
ズ

フ
ァ
ミ
リ
ー
」
と
し
て
、
親
子
で

の
活
動
を
多
く
取
り
入
れ
て
い
ま

す
。
昨
年
度
は
、
田
の
神
作
り
、

無
添
加
ウ
イ
ン
ナ
ー
ソ
ー
セ
ー
ジ

作
り
、
ヨ
ガ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
活
用
に
つ
い
て
親
子
で
学
習
し

ま
し
た
。

　

６
月
24
日
に
は
、
視
察
研
修
と

し
て
、
熊
本
県
人
吉
市
の
人
吉
農

芸
学
院
な
ど
に
行
き
ま
す
。
視
察

研
修
を
通
し
て
、
親
同
士
の
交
流

を
深
め
な
が
ら
、
家
庭
の
大
切

さ
、
教
育
の
基
本
は
家
庭
に
あ
る

と
い
う
こ
と
を
勉
強
し
て
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
今
年
も
創
作
活
動

や
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
、
親
子
で
行
う

活
動
を
多
く
取
り
入
れ
、
親
子
と

も
に
充
実
し
た
楽
し
い
学
習
会
に

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

（真幸小学校家庭教育学級）

学級で作製した田の神像は

えびのに来たころ、「どんなイベント
をしたいか、アイディアはありま

すか」と聞かれました。もちろん、い
ろいろありましたが、一番面白そうな
のはアメリカンフットボール（以下ア
メフト）を紹介することでした。やっ
たことのない人に
新しいスポーツを
教えるのは難しそ
うでしたが、計画
を練ってみました。
　アメフトは激しいスポーツなので、
参加者はケガをする可能性があります。
そこで、より安全なフラッグフットボー
ルという形にしようと決めました。フ
ラッグやボールを用意し、審判員を集
めて、時間を決めて、やっと昨年の 12
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池田季男さん

弓
道
を
始
め
て
か
ら
、
健
康

に
な
り
、
精
神
力
も
強
く

な
り
ま
し
た
」
と
話
す
の
は
、
弓

道
５
段
の
池
田
季
男
さ
ん
（
西
上

江
区
）
で
す
。

　

池
田
さ
ん
は
、会
社
を
退
職
後
、

四
半
的
を
始
め
ま
し
た
。
友
人
で

先
生
で
も
あ
る
深
瀬
直
秀
さ
ん
の

誘
い
が
あ
り
、
昭
和
61
年
か
ら
弓

道
を
始
め
ま
し
た
。
弓
道
を
始
め

て
約
２
年
後
、
都
城
市
で
開
催
さ

れ
た
「
都
城
弓
ま
つ
り
全
国
弓
道

大
会
」
で
見
事
優
勝
。
約
２
年
で

全
国
制
覇
を
果
た
し
ま
し
た
。
そ

の
後
も
、
県
大
会
や
九
州
大
会
で

優
勝
す
る
な
ど
、
そ
の
腕
は
み
る

み
る
う
ち
に
上
達
し
ま
し
た
。
平

成
２
年
に
は
異
例
の
早
さ
で
５
段

に
合
格
。
周
り
の
人
も
驚
い
て
い

た
そ
う
で
す
。

　
「
弓
道
は
奥
が
深
い
も
の
で
す
。

礼
に
始
ま
り
礼
に
終
わ
る
と
い
う

精
神
の
も
と
、
気
持
ち
を
落
ち
着

か
せ
、
集
中
し
な
い
と
だ
め
。
邪

心
が
少
し
で
も
入
る
と
的
を
は
ず

し
て
し
ま
い
ま
す
」と
池
田
さ
ん
。

現
在
も
、
毎
日
市
の
弓
道
場
「
誠

Sueo　Ikeda

心
館
」
に
通
い
、
弓
道
の
練
習
に

励
ん
で
い
ま
す
。
そ
ん
な
池
田
さ

ん
を
陰
で
見
守
る
妻
の
ス
ミ
子
さ

ん
は
、「
一
つ
に
集
中
で
き
る
こ

と
が
あ
る
の
で
良
い
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。
健
康
の
た
め
に
も
続
け

て
ほ
し
い
で
す
」
と
話
し
ま
す
。

　

平
成
２
年
に
５
段
に
合
格
後

は
、
昇
段
審
査
を
受
け
ず
、
現
在

人に勝つためではなく
心身のために続けていきたい

は
自
分
の
健
康
の
た
め
、
腕
を
上

げ
る
た
め
に
練
習
し
て
い
ま
す
。

　

間
近
に
迫
る
宮
崎
県
総
合
ス

ポ
ー
ツ
祭
。
池
田
さ
ん
も
出
場
し

ま
す
。「
目
標
は
？
」
と
お
聞
き

し
た
ら
「
も
ち
ろ
ん
優
勝
し
か
あ

り
ま
せ
ん
」
と
元
気
よ
く
答
え
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
の
活
躍

を
心
か
ら
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

いけだ・すえお／ 84 歳／西上江区／無
職／昭和 61 年に弓道を始めて平成２年
には５段を取得。昭和 63 年に全国制覇
も達成。妻のスミ子さんの二人暮らし。

Sueo　Ikeda
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宮
崎
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
、

５
月
11
日
、宮
崎
市
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
障
害
者

の
社
会
参
加
を
推
進
し
、
県
民
の
障
害

に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的

に
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
今
年
で
７

回
目
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

え
び
の
市
か
ら
も
約
30
人
が
参
加
。

円
盤
を
５
㍍
先
の
穴
に
通
す
フ
ラ
イ
ン

グ
デ
ィ
ス
ク
ア
キ
ュ
ラ
シ
ー
や
、
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
ス

ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
ま
し
た
。
水
泳
、
立

ち
幅
飛
び
、
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
ア

キ
ュ
ラ
シ
ー
で
は
、
見
事
金
メ
ダ
ル
を

獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
、
参
加
者
は
、

と
て
も
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　

県
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
、
５
月
14
日
、

文
化
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
県
民
総
力
戦
に
よ
る
県
づ
く
り

を
推
進
す
る
た
め
に
、
県
が
行
っ
た
も

の
で
、市
民
約
50
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
観
光
振
興
や
少

子
化
対
策
な
ど
、
え
び
の
市
の
抱
え
る

課
題
・
問
題
に
つ
い
て
、
直
接
東
国
原

知
事
と
語
り
合
い
ま
し
た
。市
民
の「
教

育
に
力
を
入
れ
て
ほ
し
い
」
と
い
う
意

見
に
、
東
国
原
知
事
は
「
教
育
は
子
ど

も
た
ち
の
問
題
で
は
な
く
、
先
生
、
家

族
、
地
域
で
の
問
題
。
優
秀
な
子
ど
も

た
ち
が
育
つ
が
中
央
に
流
れ
て
し
ま

う
。こ
れ
を
ど
げ
ん
か
せ
ん
と
い
か
ん
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

異
文
化
体
験
講
座
が
、
５
月
21
日
、

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
留
学
生
に
日
本
の
遊
び

や
音
楽
等
の
伝
統
文
化
を
体
験
し
て
も

ら
う
こ
と
で
、
異
文
化
へ
の
相
互
理
解

を
深
め
て
も
ら
お
う
と
行
わ
れ
た
も
の

で
す
。

　

講
座
に
は
、
日
章
学
園
九
州
国
際
高

等
学
校
の
留
学
生
67
人
が
参
加
。
参
加

し
た
留
学
生
は
、
三
味
線
や
折
り
紙
、

か
る
た
な
ど
、
市
民
の
方
々
に
手
ほ
ど

き
を
受
け
な
が
ら
、
日
本
の
伝
統
文
化

を
楽
し
く
体
験
し
て
い
ま
し
た
。

　

折
り
紙
を
体
験
し
た
留
学
生
は
、「
む

ず
か
し
か
っ
た
け
ど
、
上
手
に
で
き
た

と
思
い
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

活発な意見が飛び交った県民フォーラム。

慎重に穴を狙って投げるフライングディスクアキュラシー。

三味線の弾き方を教わる留学生。

え
び
の
市
選
手
団
大
活
躍

膝
を
交
え
て
知
事
と
語
る

日
本
の
文
化
を
体
験

　

え
び
の
市
管
工
事
協
同
組
合
（
12
社

加
盟
）
が
、
６
月
５
日
、
一
人
暮
ら
し

高
齢
者
宅
の
水
道
点
検
を
行
い
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
水
道
週
間
（
６
月
１
日

～
７
日
）
に
合
わ
せ
て
、
同
組
合
が
毎

年
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。
水
道
週
間

は
、
水
道
に
つ
い
て
国
民
の
理
解
と
関

心
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
に
、
厚
生
労

働
省
が
定
め
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
日
は
、
民
生
委
員
の
案
内
で
、

飯
野
地
区
の
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
宅
26

軒
を
訪
問
。
水
漏
れ
個
所
の
点
検
や
水

栓
取
り
替
え
な
ど
の
作
業
を
行
い
ま
し

た
。
点
検
を
受
け
た
高
齢
者
は
、「
直

し
て
も
ら
っ
て
、大
変
助
か
り
ま
し
た
」

と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
２
０
０
８
が
、
５

月
28
日
、
市
内
各
公
民
館
や
体
育
館
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
地
域
の
人

に
体
を
動
か
し
て
も
ら
お
う
と
行
わ
れ

た
も
の
で
す
。
全
国
一
斉
に
行
わ
れ
、

人
口
規
模
が
同
じ
自
治
体
や
地
区
で
運

動
し
た
市
民
の
参
加
率
を
競
い
ま
す
。

　

こ
の
日
は
、
市
民
約
１
２
，
４
０
０

人
が
参
加
。
そ
れ
ぞ
れ
体
に
合
っ
た
運

動
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

中
内
竪
区
で
は
、
公
民
館
に
市
の
保

健
師
を
講
師
と
し
て
招
い
て
実
施
。
区

民
約
30
人
が
集
ま
り
、
市
が
推
進
し
て

い
る
「
田
の
神
さ
あ
体
操
」
や
風
船
バ

レ
ー
、
輪
投
げ
な
ど
で
、
心
地
よ
い
汗

を
流
し
て
い
ま
し
た
。

市役所で行われた出発式。

盛り上がりは最高潮の風船バレー。

楽
し
く
体
を
動
か
そ
う

頼
り
に
な
り
ま
す
水
の
プ
ロ

父
の
日
に
牛ち

ち乳
を
贈
る

山
津
波
の
写
真
を
展
示

　

ま
さ
き
山
津
波
（
昭
和
47
年
７
月
６

日
発
生
）
の
写
真
が
、
真
幸
駅
の
ギ
ャ

ラ
リ
ー
に
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
写
真
は
、
福
元
幸
子
さ
ん
（
中

内
竪
区
）
の
夫
で
あ
る
（
故
）
福
元
早

苗
さ
ん
が
当
時
撮
影
し
た
も
の
。
福
元

幸
子
さ
ん
が
家
を
整
理
し
て
い
た
と
こ

ろ
、
偶
然
写
真
10
枚
と
、
新
聞
の
切
り

抜
き
、
日
記
が
出
て
き
た
そ
う
で
す
。

　

そ
の
写
真
に
は
、
山
津
波
の
様
子
が

鮮
明
に
写
さ
れ
て
お
り
、
今
後
、
貴
重

な
資
料
と
な
り
ま
す
。
福
元
幸
子
さ
ん

は
、「
写
真
を
見
た
時
は
驚
き
ま
し
た
。

と
て
も
貴
重
な
資
料
で
す
の
で
、
多
く

の
方
に
見
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で

す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

当時の様子を説明する福元さん（右）。

　

西
諸
酪
農
青
年
女
性
連
絡
協
議
会
の

小
多
田
美
代
子
さ
ん
（
今
西
区
）
と
、

坂
下
純
二
さ
ん
（
上
浦
区
）
が
、
６
月

６
日
、
市
長
に
宮
崎
県
産
の
牛
乳
を
贈

り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、「
父
の
日
に
牛

乳
を
贈
ろ
う
」
と
い
う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

の
一
環
で
贈
ら
れ
た
も
の
で
、
牛
乳
の

良
さ
を
知
っ
て
も
ら
い
、
消
費
拡
大
を

図
る
と
い
う
目
的
が
あ
り
ま
す
。

　

市
長
を
訪
れ
た
小
多
田
さ
ん
と
坂
下

さ
ん
は
、「
も
っ
と
多
く
の
市
民
の
皆

さ
ん
に
牛
乳
を
飲
ん
で
も
ら
い
た
い
も

の
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

牛
乳
は
カ
ル
シ
ウ
ム
が
豊
富
で
、
体

に
と
て
も
い
い
で
す
。
皆
さ
ん
、
た
く

さ
ん
牛
乳
を
飲
み
ま
し
ょ
う
。

市長を訪れた小多田さん（右から２番目）と坂下さん（一番右）。



■えびの消防署☎ 0984‐33‐6119 ■えびの警察署☎ 0984‐33‐0110
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information

お知らせ
コーナー

i n f o r m a t i o n

◎えびの市役所☎ 0984‐35‐1111

れます（試験放送は飯野局、真幸
局ともに始まっています）。
◎地上デジタル放送をご覧になる
ためには、①か②のどちらかの準
備をお願いします。
①地上デジタル放送対応のテレビ
に買い換える。
②従来のアナログ対応テレビに地
上デジタル放送用のチューナーを
買い足す。
◎集合住宅やビル陰、山間部など
の電波が届きにくい地域のために
共同アンテナでテレビを視聴して
いる場合、その施設が地上デジタ
ル放送を受信できるように改修や
調整が必要になる場合があります

（共同施設の管理者や設置者の方
は、お早めに保守管理者にご相談
ください）。
◎地上デジタル放送に便乗した架
空請求の疑いのある請求書の配布
や、テレビのデジタル化工事を装
った詐欺が発生していますので、
ご注意ください。
　平成 23 年（2011 年）７月 24
日までに、アナログテレビ放送は
終了し、地上デジタル放送に完全
移行します。
■お問い合わせ先
総務省九州総合通信局
☎ 096‐326‐7882

　人事院では、高等学校卒業程度
の試験として、「平成 20 年度国
家公務員採用Ⅲ種試験」を下記の
とおり実施します。

【受験資格】昭和 62 年４月２日
～平成３年４月１日生まれの方

【受付期間】平成 20 年６月 24 日
（火）～７月１日（火）
【第１次試験日】平成 20 年９月
７日（日）
※詳しいことは人事院九州事務局
にお問い合わせください。

■お問い合わせ先
人事院九州事務局
☎ 092‐431‐7733

　火薬取締法の規定により、宮崎
県知事の委任を受けて、平成 20
年度甲種火薬類取扱保安責任者試
験、乙種火薬類取扱保安責任者試
験および丙種火薬類製造保安責任
者試験を下記のとおり行います。

【試験日時】平成 20 年８月 24 日
（日）　午後１時～
【会場】宮崎大学工学部講義棟
【受験願書提出期間】平成 20 年
６月24日（火）～７月３日（木）（簡
易書留による郵送の場合は締切日
の消印のあるものまで有効）

【受験願書等請求・提出先】社団
法人全国火薬類保安協会宮崎県試
験事務所（〒 880 － 0805 宮崎
市橘通東２－９－ 19 株式会社宮
崎県建設会館４階宮崎県火薬保
安協会内）※郵送希望の場合は、
返信用切手（140 円分）を同封
の上請求してください。
■お問い合わせ先

社団法人全国火薬類保安協会宮崎
県試験事務所
☎ 0985‐25‐4678

　自衛隊宮崎地方協力本部小林地
域事務所では、下記のとおり、自
衛官等を募集します。
◎航空学生

【資格】高卒（見込含）18 歳以上
21 歳未満の方

【受付期間】平成 20 年８月１日
（金）～９月 10 日（水）
◎一般曹候補生

【資格】18 歳以上 27 歳未満の方
【受付期間】平成 20 年８月１日
（金）～９月 10 日（水）
◎２等陸・海・空士

【資格】採用予定月の１日現在、
18 歳以上 27 歳未満の方

【受付期間】平成 20 年８月１日
（金）～９月 10 日（水）
■お問い合わせ先
自衛隊宮崎地方協力本部小林地域
事務所　☎ 0984‐22‐5254

　市では、下記のとおり男女共同
参画フォーラムを開催します。

【開催日時】平成 20 年７月６日
（日）　受付：正午～　開会：午後
０時 45 分～

【会場】文化センター２階研修室
ほか

【内容】◎オープニング：フルー
ト演奏（髙畑輝子さん）　◎基調
講演（演題：「もっと元気にもっ
と生きいきと」　講師：鹿児島県
男女共同参画アドバイザー大原タ
ツ子さん）　◎分科会（分科会①

「いまドキッ！中高生のここが知
りたい」　分科会②「わたしも大
事、あなたも大事という生き方の
コツ」　分科会③「親子で楽しむ
おやつづくり」　◎女性相談（午
後１時～午後４時）
※参加料は無料ですが、分科会③
のみ材料費として 200 円の負担
をお願いします。
■お問い合わせ先
市総務課人権啓発室
（内線 350）

扇風機の使用前に点検・清掃を

５月の活動状況 火災 2件 年計 10 件
［えびの消防署管内］ 救急 56 件 年計 304 件

　最近は、気温が上がり、寝苦しい夜になりました。
一晩中、扇風機を稼働させて寝る方もいらっしゃる
かと思います。
　火災を予防するために、使用する前に扇風機の点
検・清掃を行ってください。
〈点検項目〉
①羽根が不規則な回転をしないか。
②異音や振動がしないか。
③モーター部が異常に熱くないか。
④焦げ臭いにおいがしないか。
　以上を点検し、どれか一つでも該当したら、使用
を控えてください。

５月の交通事故 人身 4件 年計 624 件
　発生状況 物件 25件 年計 122 件

　毎年、６月は梅雨時期に入り、毎日のごとく雨が
降ります。
　雨による道路の冠水がスリップ事故の原因となり、
また、雨の日に高速道路を走ると車の制動がまった
くきかなくなる状態になります。この現象を「ハイ
ドロプレーン現象」と言います。
　雨の日は、速度を控えめにし、安全運転に努める
ようお願いします。

「交通安全　ゆずる優しさ　待つゆとり」

梅雨時期の事故防止について

わかちあう　仕事
も家庭も　喜びも

男女共同参画フォーラム in えびの開催

　えびの市次世代を支援する会で
は、30 歳以上の独身社会人の方
を対象に、サマーナイトパーティ
ーを開催します。出会いの場とし
て、軽食やお茶を飲みながら交流
を深めませんか。

【開催日時】平成 20 年８月３日
（日）　午後６時受付開始
【会場】グリーンパークえびの
【定員】男性 15 人（えびの市在
住者）　女性 15 人

【 参 加 料 】 男 性 1,500 円　 女 性
1,000 円

【申込方法】FAX か電子メールで
申し込んでください。

［FAX］0984‐35‐0401
［メールアドレス］fukushi@city.
ebino.lg.jp
■お問い合わせ先
市福祉事務所子育て支援係
（内線 269）

　平成 20 年度家畜商講習会が下
記のとおり行われます。

【開催日時】平成 20 年８月４日
（月）～８月５日（火）まで
【会場】宮崎県企業局１階ホール
【受講申込みに必要なもの】印鑑
（認め可）、写真１枚（申込み前６
か月以内に撮影した上半身、無帽、
正面向）、手数料 3,300 円

【申込期限】平成 20 年７月９日
（水）
■申込み・お問い合わせ先

市畜産農林課畜産振興室
（内線 227）

　平成 20 年７月６日執行のえび
の市農業委員会委員選挙立候補届
出受付を下記のとおり行います。
詳しいことは、えびの市選挙管理
委員会事務局までお問い合わせく
ださい。

【日時】平成 20 年６月 29 日（日）
午前８時 30 分～午後５時

【会場】市役所本庁１階１－１会
議室（ただし、正午から午後５時
までは市選挙管理委員会事務局で
受け付けます）

【投票日時】平成 20 年７月６日
（日）午前７時～午後６時
■お問い合わせ先
市選挙管理委員会事務局
（内線 421・422）

　平成 20 年７月１日（火）から、
小林市でパスポートの申請と受け
取りができるようになります。

【窓口設置場所】小林県税・総務
事務所　総務事務センター内

【窓口開設日】平成 20 年７月１
日（火）

【受付時間】平日の午前９時から
午後５時まで

【休日】土・日・祝日および年末
年始
■お問い合わせ先
総務事務センター内旅券窓口
☎ 0984‐23‐3273

　平成 20 年７月１日に、飯野（八
幡丘）および真幸（西の野）デジ
タル中継局が開局し、えびの市内
でも地上デジタル放送がご覧にな

独身社会人の皆さ
んに出会いの場を

サマーナイトパーティー参加者募集

・お知らせ・
農業委員会委員選挙
の立候補予定の方へ
立候補届出受付のお知らせ

家畜の取引業務に
必要な知識を習得

平成 20年度家畜商講習会受講生募集

・イベント・

地上デジタル放送が見
られるようになります
７月１日にデジタル中継局が開局

・募　　集・

火薬類取扱保安責任者
等の試験を実施します
火薬類取扱保安責任者等試験

国家公務員採用Ⅲ
種試験を行います

国家公務員採用Ⅲ種（高卒程度）試験

・試　　験・

小林市でパスポートの申請
と受け取りができるように

窓口開設のお知らせ

自衛官等を目指
している方々へ
自衛官等募集の案内
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掲　示　板

L e t ' s 　 L e a d 　 A 　 H e a l t h y 　 L i f e 　 !

！いきいき　健康

同 参 画 だ よ り男 女 共

掲　示　板
心の一首一句

あなたもつくってみませんか。
（短歌）竹下妙子さん☎ 0984‐37‐3056
（俳句）阿野文雄さん☎ 0984‐37‐1653

（詩）ポエム同好会（市田寛幸さん）☎ 0984‐37‐2528 まで。

BOOK　CORNER ■推薦：市民図書館

Editor's ◎編集後記

おすすめの
ありますか、好きだと言える一冊が。

一冊

食中毒予防の基本は、菌を「つけない」、「増や
さない」、「やっつける」です。今回はお弁当

での食中毒予防のポイントについて紹介します。
　お弁当は作ってから食べるまでの時間が長いた
め、菌の繁殖が食中毒の原因となることがありま
す。お弁当を作る時には次のようなことに気をつけ
ましょう。

◎調理前だけではなく、盛り付け前にもしっかり手
を洗う。
◎盛り付けをする時は、菜ばしやラップを使って、
なるべく食品に直接手を触れないようにする。また、
おかず同士が触れないように、アルミカップや仕切
り等を上手に利用する。
◎夕食の残りのおかずを使う時は、必ず再加熱する。
◎殺菌効果のある梅干や酢などを上手に利用する。
◎お弁当のふたは、ご飯やおかずを十分冷ましてか
ら閉める。

◎お弁当はなるべく涼しい所に置く。保冷剤などを
活用するのもよい。

　お弁当は、忙しい朝に作ることが多いため、この
ようなことが分かっていても、意外と守られていな
いのではないでしょうか。再度見直して、お弁当に
よる食中毒を防ぎましょう。

気に笑
って

健康
え び の

「曖
あ い ま い り ょ く

昧力」
著／多湖輝

現代社会は、きれい事ばかりでは通らな
いさまざまな事情がある。その単純で

はない現実社会を一筋縄ではいかない柔軟
なしたたかさで乗り切ってこそ、時に曖昧
でぼんやりとしながら、自由な精神で物事
の本質を見極める「曖昧力」の出番がある。
すべてにおいて、あまりきっちりした生き
方ではなく、もっと肩の力を抜いて自然体
で生きてみよう。そう思える一冊です。

（Gakken）
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ま
ひ
だ襞
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大
き
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山
桃
の
実
の
太
く
て
熟
し
た
も
の
は
小
鳥
な
ら
ず
と
も
疎
開
先
の
腹
を
す
か
せ
た

子
ど
も
に
と
っ
て
一
番
の
天
よ
り
の
恵
で
あ
っ
た
。　
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中
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「
こ
っ
ち
に
来
っ
み
や
ん
せ
！
」
と
云い

わ
ん
ば
か
り
に
、
何
故
か
足
を
引
っ
ぱ
ら

れ
て
行
く
。
島
内
の
裏
庭
に
朝
露
に
キ
ラ
キ
ラ
光
る
紫
陽
花
の
一
群
が
あ
っ
た
。
手

折
っ
て
は
あ
の
方
へ
！
こ
の
方
へ
！
ふ
と
、
母
の
横
顔
が
よ
ぎ
る
。

　

こ
ん
な
に
も
鮮
や
か
な
紫
陽
花
を
咲
か
せ
て
く
だ
さ
っ
た
タ
ツ
エ
お
母
さ
ん
と
、

一
言
で
い
い
、
一
度
だ
け
で
い
い
、
お
話
が
し
た
い
！　
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町
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孫
の
入
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を
迎
え
る
日
　
雨
に
な
っ
た

春
の
空
は
気
ま
ぐ
れ
だ

朝
　
携
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に
メ
ー
ル
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入
っ
た

大
き
な
カ
バ
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を
背
に
し
た
孫
の
姿

桜
の
舞
う
中
　
我
が
子
の
　
手
を
引
き

小
学
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の
門
を
潜く

ぐ

っ
た
日
を
思
い
出
す

　
お
め
で
と
う
　
孫
に
言
っ
た

　
あ
り
が
と
う
　
息
子
夫
婦
に
言
っ
た

心
に
熱
い
気
力
が
湧わ

い
て
来
る

そ
し
て
頬
を
伝
っ
て
流
れ
出
す

春
の
雨
　
風
に
舞
う
桜は

な
び
ら花

が

慶
び
と
感
謝
の
一
日
を
祝
っ
て
く
れ
た

今月号で広報えびのも 500 号を迎えることができまし
た。この記念すべき 500 号を作成することができ、と

ても光栄に思います。500 号記念特集の中で、歴代広報担
当者に初めてインタビューをしてみました。歴代の広報担
当者に広報のあり方を聞くということで、少し緊張しまし
た。しかし、そんな心配はいらず、皆さん、当時の懐かし
い思い出をたくさん話してくれました。相変わらず、締切
前は毎月ばたばたしていますが、今後も先輩方の築いてき
た広報えびのに情熱を注ぎ、さらに市民の皆さんに親しま
れるものとなるよう努力していきたいと思います。（楠元）

短
　

歌
俳
　

句

詩

（
自
註
）

（
自じ

ち
ゅ
う註
）
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今月の
納税

■藤嶋栄養士（健康保険課）

女の子でもウルトラマンの靴を履いていること
があります。それを見て、「男の子なのに・・・、
女の子なのに・・・」ということはありません。
トイレのスリッパもたまたまピンクとブルーが
ありますが、履きたいスリッパを履いています。
整列の時や点呼の時も、男の子が先で女の子が
後ということもありません。
　以前は男性がピンクのシャツを着ていると違

和感がありましたが、今は夫や息子がピンクや赤
のシャツを着ていても普通に感じられます。
　私は夫の両親と２世帯で暮らしています。両親
ともまだまだ元気で農業に従事しています。私が
保育士として働くことができたのも、夫や夫の両
親のおかげだと思っています。夫だから、男だか
ら「家事や育児はできない、しない」というのは
我が家からはすでに消えています。
　しかし、初めのころの夫は「なぜ自分が・・・」
という疑問があったようです。私の仕事の早番・
遅番から、予想外の子どもの病気など、次々起こ
るできごとに家事・育児を手伝わざるを得なかっ
たようです。
　それぞれの立場や個性を認め合い、尊重した暮
らし、それが私の「男女共同参画」です。

食中毒が気になる季節になりました

「私と男女共同参画」

市県民税　　第１期
６月 30日までに納めましょう。

◎えびの市の人口
　男性／ 10,604 人（－ 23 人）　　　転入／ 29 人
　女性／ 11,789 人（－ 12 人）　　　転出／ 47 人
　合計／ 22,393 人（－ 35 人）　　　出生／ 10 人
◎えびの市の世帯数　　　　　　　死亡／ 27人
　9,382 世帯（－ 8世帯）

（平成 20年６月１日現在）

❶【肉・魚介】中心部ま
でしっかり火を通す。ハ
ムやかまぼこなど、加工
食品であってもできるだ
け火を通す。

❷【卵】半熟は避け、しっ
かり火を通す。

❸【野菜】なるべく生で
入れず、ゆでたり、いた
めたりして加熱調理をす
るのが望ましい。

❹【おにぎり】おにぎり
を作る時は、素手ではな
く、ラップでご飯を包む
ようにして握るのが望ま
しい。

❹

❸
❷

＊お弁当を作る時のポイント＊

　私は保育士として保育園
に勤めていますが、以前に
比べると、「男の子だから、
女の子だから」という意識
は薄くなっているように思
います。男の子でも赤やピ
ンクのシャツを着ますし、 伊地知恵子さん

❶
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Furusato-sanpo

年
三
か
月
を
経
て
享１

７

３

２

年

保
一
七
年
四
月
に

完
成
し
ま
し
た
。
上
人
の
墓
石
が
貧
弱

で
あ
る
の
は
、
こ
の
大
事
業
に
私
財
を

投
入
し
、
経
済
的
に
苦
し
く
な
っ
て
い

た
の
で
は
な
い
か
と
も
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
二
十
三
世
玉
繁
上
人
の
墓
石

が
あ
り
ま
す
。
上
人
は
観
音
原
（
飯
野

駅
の
南
側
）
に
観
音
堂
を
建
立
し
た
人

で
す
。
天１

８

３

６

年

保
七
年
の
春
ご
ろ
、
牛
馬
の

流
行
病
が
は
や
っ
て
、
多
く
の
家
畜
が

死
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
が
、
迷
信
深
い

当
時
の
人
た
ち
は
、
こ
れ
を
木
崎
原
合

戦
に
戦
死
し
た
伊
東
方
の
怨
霊
の
た
た

り
と
考
え
、
上
人
に
頼
ん
で
怨
霊
を
鎮

め
て
も
ら
い
ま
し
た
。

狗
留
孫
山
多
宝
院
端
山
寺
は
、
狗

留
孫
権
現
（
明
治
八
年
羽
山
積

神
社
と
改
名
）
の
別
当
寺
で
し
た
。

　

同
寺
は
、
建１

１

９

１

年

久
二
年
九
月
か
ら
十
月

ご
ろ
、
栄
西
禅
師
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ

た
日
本
で
二
番
目
の
禅
寺
で
、
鎌
倉
初

期
の
中
央
文
化
の
流
入
口
で
し
た
。

　

い
つ
の
こ
ろ
か
ら
か
、
杉
水
流
の
佐

山
は
、
狗
留
孫
山
端
山
寺
の
里
坊
跡
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
里
坊
と
は
、
山
寺

の
僧
な
ど
が
人
里
に
構
え
る
僧
坊
の
こ

と
で
す
。
端
山
寺
の
座
主
は
、
釈
迦
堂

を
建
て
て
そ
こ
に
移
り
、
山
上
に
は
寺

番
を
置
い
て
い
ま
し
た
。
里
坊
跡
か
ら

南
へ
二
〇
〇
㍍
ほ
ど
の
所
に
あ
る
同
寺

の
墓
地
に
は
、
九
世
頼
盛
以
下
の
墓
碑

が
並
ん
で
い
ま
す
。
端
山
寺
の
開
山
九

世
頼
盛
法
印
の
墓
碑
が
最
も
大
き
く
、

経
済
的
に
も
余
裕
が
あ
っ
た
こ
と
が
う

か
が
え
ま
す
。

　

一
方
、
墓
石
中
、
最
も
貧
弱
な
の
は
、

元１

７

３

６

年

文
元
年
八
月
に
逝
去
し
た
、
享
保
水

路
の
開
設
者
と
言
わ
れ
て
い
る
十
五
世

秀
有
上
人
の
墓
で
す
。
秀
有
上
人
は
、

飯
野
平
野
を
一
望
で
き
る
野
坂
峠
に

登
っ
て
、
七
昼
夜
も
地
形
を
観
測
し
続

け
、
村
民
に
諮
り
、
工
を
起
こ
し
た
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
享
保
水
路
は
、
総

延
長
六
八
〇
〇
㍍
、
幅
平
均
二
・
一
㍍

の
山
麓
沿
い
に
設
け
ら
れ
た
水
路
で
、

途
中
に
は
隧
道
が
五
か
所
も
あ
り
、
予

想
以
上
に
難
工
事
で
し
た
。
工
事
も
三

杉水流地区佐山にある住職群墓地。

佐
山
の
住
職
群
墓
地
（
杉
水
流
地
区
）

115

（
文
／
歴
史
民
俗
資
料
館
・
麦
田
勝
）




